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項目 A B C 未回答

内訳 37 27

構成比％ 58% 42% 0% 0%

評価箇所数

64

荒廃した里山・平地林の整備



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 前橋市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
富士見町九十九山の里山整備 前橋市

前橋市による荒廃した九十九山における刈払い、伐倒（伐
竹）などの森林整備

259,200 259,000 19 18 7 12 37

H29 前橋市 里山・平地林 管理／森林 富士見町九十九山の里山整備
原西自治会・
九十九山の里山環境を
守る会

地域の自治会による安全・安心な生活環境づくりを目的とし
た里山林の管理活動

(207,298) 42,000 16 A B A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 前橋市 里山・平地林 整備／森林 今井神社古墳森林整備事業 今井町自治会
地域の自治会による景観を維持し史跡の文化的価値を高め
ることを目的とした今井神社古墳周辺の雑木林の管理

205,200 84,000 13 13 8 10 31

H29 今井町自治会 自主管理（除草） － － － B A B B

成果

課題

　

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 前橋市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
史跡女堀森林整備事業 前橋市

前橋市による国指定史跡女堀周辺森林の景観の維持や文
化的価値を高めることを目的とした森林の整備

540,000 250,000 12 12 6 9 27

H29 女堀保存会 自主管理 － － － B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 高崎市 里山・平地林 整備／森林 榛名荘病院周辺森林整備事業 榛名里山倶楽部
ボランティア団体による隣接する病院や介護施設利用者に良
好な景観を提供するための森林整備

280,992 280,000 19 19 7 10 35

H29 高崎市 里山・平地林 管理／森林 榛名荘病院周辺森林整備事業（管理） 榛名里山倶楽部 ボランティア団体による刈払い等の森林管理活動 81,498 80,000 18 A B B A

成果

課題

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)
事業区分

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

Ⅰ実績

前橋－里山－H30－3

 ・ 当該整備地の隣接地は、「原西自治会九十九山の里山環境を守る会」を中心にボランティアによる整備を実施した。これらを一体として引き続き保全管理することにより、皆が親しめる里山として景観と安全を確保していけるかが今後の課題と考える。
…山の頂上にかけてシラカシなどの照葉樹の小木が密集しており、間引く必要がある。
○九十九山は町のシンボル的な存在なので、住民の憩いの場所として又、子供たちがいつも安心して遊べる場所として持続可能な管理体制を維持していけるかどうかが今後の大きな課題である。
○今のところボランティアに支えられているが、12人の地権者の所有する山なので、今後住民全体で管理を継続していくのは難しい。
◎地権者が多いので、その意見や主体性を期待することは難しい面もある。　原西自治会・九十九山の里山環境を守る会を中心にその活動がしりつぼみにならないよう期待したい。
◎ボランティアの参加人数が減ると持続可能な管理体制を維持することが難しくなる。　また、参加者に若い方たちが少ないのも課題となっている。

2

3

4

評価番号
事業
年度

1 前橋-里山－H30－1

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

6

判定
①＋②＋③

Ⅱ－２効果

前橋－里山－H30－2

判定
①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名

108 8

・・古墳内樹木の枝おろしを定期的にやっている

・・伐採を要す樹木がまだある

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③
県補助金

(円)

12

 ・ 地元住民等では整備が困難である当該箇所を市が業務委託した森林組合により、刈払い、伐採等の森林整備を行った。
 ・ これにより、平成29年度からは、実施団体である「原西自治会九十九山の里山環境を守る会」により、保全管理を行ってゆける状態に整備されたことから、今後は、当該実施団体を中心として里山森林の持つ多面的機能の維持増進を図っていく。
…前年度、市による下草刈り、立ち枯れ樹木等の伐採により、29年度は下草刈り等の管理が楽になった。　12月に業者に大木のニセアカシアの伐採を依頼したが、経費をオーバーすることなく、ほぼ目的が達成できた。
○林縁から頂上が見通せるようになり、多くの住民から山がきれいになったとの声が聞かれる。　山が荒廃していた時は不法投棄が多かったが、今は皆無である。　防犯や不法投棄防止になったのは大きな成果だと思う。
○「九十九山整備だより」を作成し、山の整備の進捗状況を周知している。　その都度作業のボランティアを募集してきた。近隣の有志の方々（山に鳥の観察に通っている人など）も参加してくれており、いものところ事業は順調に進んでいる。
◎原西自治会・九十九山の里山環境を守る会を中心に、ボランティアも多く参加するなど地域が主体的に取り組んだ活動になってきている。　雑木の伐採や下草刈りなどにより、見通しが良くなり防犯や不法投棄の防止につながったことから、近隣の子供たちが散策するなど地域の安全・安心な生活環境の確保につながっている。
◎事業実施場所に参道入口になっている鳥居があり、そのそばにニセアカシアの大木が２本あり、これを伐採でき、目的の一つを達成できた。これにより、入口から頂上まで見通しが良くなり、上がりやすくなる等ぐんまの森を守るという気運が高まりを見せている。また「九十九山整備だより」を作成し、整備の進捗状況の周知を図り
　ボランティアを募る等地域の広がりや継続的な取り組みとなるよう努めている。　ボランティア参加による下草刈りなどの整備により、事業をほぼ予定どおり進めることができている。

7 7 12

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

事業細区分
／細々区分

継続

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－２効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業概要
事業費

(円)

Ⅰ実績

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

Ⅱ－１効果

10

96

事業細区分
／細々区分

継続

事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

9

高崎－里山－H30－1

8 6 12 7

   初年度の事業を進める中で、当団体の構成員だけでなく広く地域の住民にも参加を呼びかけ、幅広い年齢構成の139人の参加者を集めることができた。また、森林整備の作業だけでなく、里山に関する講演、林業に関するプロフェッショナルの技の披露なども併せて行い、参加者に対して森林・林業に関する認識を深めることができた。
…山林の刈払い作業については女性参加しやすいよう、刈払機を使用せずに昔ながらの大鎌を使うこととし、その結果多くの若い女性の参加を得ることができた。
○初年度の事業においては、広く地域住民の参加を促すため、除伐作業だけでなく山林の実態に関する講義、アトラクションとして森林作業の実技披露を組み込み、多くの地域住民が参加し、森林の生活環境に与える効果等の再認識につなげることができた。
◎きれいにすることにより、安全面がよくなった。有害鳥獣の住処にならない。
◎今年度については1件も新規申請なし。

…事業費においては、食糧費のうち弁当等の支出が1人1千円までとの制約がある。このような活動では作業に汗を流すことも重要であるが、継続性や波及効果を担保するためには楽しさを演出することも欠かせない。その中で食べることの優先度は高く、参加者の自己負担を求める方法もあるが、金額の制約を柔軟に対応できないものか。
○初年度の事業では広く地域住民の参加を得たが、2年目以降はボランティア組織のみで行なっているため「地域」という括りとは離れてしまった。
○除間伐が進まない、竹の侵入が著しいなど、地域の山林の荒廃するスピードは早い。これに対して、防ぐための保育作業は遅々として進んでいない。個々の地域住民は現状を何とかしなければ大変なことになると前向きに考えているが、声がかかれば自ら携わってもよいという消極的な者が多い。地域で当該事業を用いて、保育作業を広
範に進めていくためには、声がけを行なう地域のリーダーづくりが欠かせない。
◎自分たちで作業することが困難な場所をやってもらっているのだから、そこを管理していくことが難しい。伐採した竹がそのまま放置されている。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 桐生市 里山・平地林 整備／森林 里山・平地林の整備
桐生市相生町四丁目町
会

町内のカタクリの生殖地である里山の管理里山保全維持 159,803 114,000 20

H28 桐生市 里山・平地林 管理／森林 里山・平地林の整備
桐生市相生町四丁目町
会

町内のカタクリの生殖地である里山の管理里山保全維持 70,745 38,000 20

H29 桐生市 里山・平地林 里山・平地林の整備
桐生市相生町四丁目町
会

町内のカタクリの生殖地である里山の管理里山保全維持 132,997 71,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 太田市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
東金井町刈払い事業 太田市

獣害対策や安全・安心な生活環境づくりを目的とした刈払い
等の森林整備

939,600 939,000 12 12 7 8 27

H29 東金井町二区 自主管理 － － － B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 太田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
吉沢町竹林整備事業 太田市

獣害対策や安全・安心な生活環境づくりを目的とした刈払い
等の森林整備

885,600 590,000 12 12 7 10 29

H29 吉沢町二区 自主管理 － － － B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 太田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
東今泉町（赤城神社東）竹林整備事業 太田市

獣害対策や安全・安心な生活環境づくりを目的とした刈払い
等の森林整備

529,200 162,000 12 12 7 8 27

H29 東今泉町 自主管理 － － － B B B B

成果

課題

20 10 12 42

Ⅱ－２効果

7 8 8

 ・ 適時に、伐採・刈払い等を行えれば、少ない労力で維持管理ができるが、地域内には、他にも荒廃した場所がたくさんあり、維持管理の継続が困難になることも想定される。
○◎今後も竹や雑草の繁茂が懸念されるが、良好な環境を維持していくために地元の協力が必要となる。

10

5

6

・地域内の里山うち、竹林について、なかなか伐採等を行う整備ができなかったが、今回町会員の協力により整備ができた。特に、町会員の里山に対する理解を得て、事業を行うことができた。（全世帯200世帯のうち、40名の参加をいただいた）
・町会員の理解と協力により、多数参加を得て実施することができた。

Ⅰ実績
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－１効果

Ⅱ－１効果

7

 ・ 金山丘陵北東部に位置する東今泉町において0.06ha、529,200円の事業費で竹林整備事業を実施した。実施場所は、集落の隣接地で格好の潜伏場所・餌場となっていたが、事業実施により見通しが良くなり、イノシシが出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
    今後は、東今泉町及び地権者協力し、できる範囲で維持管理を行っていく。
○◎金山丘陵北東部に位置する東今泉町にて0.06haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことでイノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
○◎金山丘陵北東部に位置する東今泉町にて0.06haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことでイノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。今後、地元および地権者が協力し、適時刈払い等を行う。

計画
番号

市町村名

判定
①＋②＋③

13 11

事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

Ⅱ－１効果

評価番号

太田－里山－H30－2

事業
年度

桐生－里山－H30－1

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

・今後、若手の担い手をいかに集めていくかが課題である。（今回は、町会役員等により、個別参加を依頼した。）
・継続していくために、若手の参加をいかにおおくしていくかが今後の課題である。
・申請書類の簡略化をしていただきたい。

Ⅰ実績

10

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

判定
①＋②＋③

太田－里山－H30－1

7 7 8 8

 ･ 金山山麗の東部に位置する東金井町において、3.00ha、939,600円の事業費で除伐、刈払いを実施した。実施場所は、集落も近くイノシシの獣道も多数確認されていたことから、事業実施により見通しが良くなり、イノシシが出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
   今後は、東金井町二区及び地権者が協力しできる範囲で維持管理を行う。
○◎金山山麓の東部に位置する東金井町において、除伐・刈払いを実施した。見通しが良くなくなったことで、イノシシが出没しにくい安心･安全な生活環境を取り戻すことができた。
○◎金山山麓の東部に位置する東金井町において、除伐・刈払いを実施した。見通しが良くなくなったことで、イノシシが出没しにくい安心･安全な生活環境を取り戻すことができた。今後、地元及び地権者が協力し、適時刈払い等を実施する。

 ・ 適時に、刈払い等を行えれば、少ない労力で維持管理ができるが、地域内は高齢化が進み、維持管理が難しくなる場所も出てくることが想定される。
○◎今後も雑草等の繁茂が懸念されるが、イノシシ等の有害鳥獣による被害を軽減し、良好な環境を維持していくためには多くの人の協力が必要になる。
○◎今後も雑草等の繁茂が懸念されるが、イノシシ等の有害鳥獣による被害を軽減し、良好な環境を維持していくためには多くの人の協力が必要になる。事業個所が広範囲に亘るので、地元の協力が不可欠である。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

7 10 10

 ・ 適時に、刈払い等を行えれば、少ない労力で維持管理ができるが、地域内には、他にも荒廃した場所がたくさんあり、維持管理の継続が困難になることも想定される。
○◎今後も竹や雑草の繁茂が懸念されるが、良好な環境を維持していくために、多くの人の協力が必要となる。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

7

 ・ 八王子丘陵の東部に位置する吉沢町において、0.12ha、885,600円の事業費で竹林整備を実施した。実施場所は、集落の隣接地で格好の潜伏場所・餌場となっていたが、事業実施により、見通しが良くなり、イノシシが出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
   今後は、吉沢町二区及び地権者が協力し、できる範囲で維持管理を行っていく。
○◎八王子丘陵の東部に位置する吉沢町において、0.12haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことで、イノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。竹林伐採後も地元で管理ができており、良好な環境が維持できている。

7

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

8 太田－里山－H30－3

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 太田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
東今泉町（東今泉西集会所東）竹林整備事業 太田市

獣害対策や安全・安心な生活環境づくりを目的とした刈払い
等の森林整備

1,404,000 767,000 12 12 7 8 27

H29 東今泉町 自主管理 － － － B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 太田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
東今泉町（東今泉集会所西）竹林整備事業 太田市

獣害対策や安心・安全な生活環境づくりを目的とした刈払い
等の森林整備

1,274,400 826,000 12 12 7 10 29

H29 東今泉町 自主管理 － － － B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 沼田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
上沼須町竹林整備事業 沼田市

沼田市による地域の獣害対策や竹林化した荒廃森林の適正
な管理を目的とした侵入竹林の整備

2,635,200 2,635,000 16 15 8 11 34

H29 沼田市 里山・平地林 管理／竹林 上沼須竹林管理 上沼須町区
地域の自治会による獣害対策や適正な森林管理を目的とし
た管理活動

36,000 36,000 14 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 沼田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
下川田町竹林整備 沼田市

沼田市による地域の獣害対策や竹林化した荒廃森林の適正
な管理を目的とした侵入竹林の整備

3,132,000 3,127,000 16

H29 沼田市 里山・平地林 管理／竹林 下川田町竹林管理 下川田町区
地域の団体による地域の獣害対策や適正な森林管理を目的
とした管理活動

42,067 42,000 8

H29 沼田市 里山・平地林 苗木購入 下川田町竹林管理 下川田町区 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 159,075 159,000 8 B B B B

成果

課題

11 7 9 27

○地域の人からけものの出没が減少したようだとの声があった。

…管理費用については、不足が生じた。　適切に管理するには交付額では不足を感じた。
○継続して維持管理していく上で、５年以上の管理費交付が必要である。

8 9

Ⅰ実績

計画
番号

市町村名 事業区分

Ⅱ－１効果

Ⅰ実績

太田－里山－H30－5

沼田－里山－H30－1

沼田－里山－H30－2

評価番号

評価番号

10

11

12

事業区分

10 6

判定
①＋②＋③

事業
年度

事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

Ⅱ－１効果
事業費

(円)

事業概要
事業費

(円)

10 10

事業
年度

計画
番号

市町村名

Ⅱ－１効果

7 7

12

Ⅱ－２効果
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

判定
①＋②＋③

9

県補助金
(円)

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

6

Ⅰ実績

 ・ 適時に、伐採・刈払い等を行えれば、少ない労力で維持管理ができるが、地域内には、他にも荒廃した場所がたくさんあり、維持管理の継続が困難になることも想定される。
○◎今後も竹や雑草の繁茂が懸念されるが、良好な環境を維持していくために地元の協力が必要となる。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

9

県補助金
(円)

9 太田－里山－H30－4

7 7 8 8

 ・ 金山丘陵北東部に位置する東今泉町において、0.13ha、1,404,000円の事業費で竹林整備を実施した。実施場所は、集落の隣接地で格好の潜伏場所・餌場となっていたが、事業実施により見通しが良くなり、イノシシが出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
    今後は、東今泉町及び地権者が協力し、できる範囲で維持管理を行っていく。
○◎金山丘陵北東部に位置する東今泉町にて0.13haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことでイノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
○◎金山丘陵北東部に位置する東今泉町にて0.13haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことでイノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。今後、地元および地権者が協力し、適時刈払い等を行う。

Ⅱ－２効果

 ・ 金山丘陵北東部に位置する東今泉町において、0.14ha、1,274,400円の事業費で竹林整備を実施した。実施場所は、集落の隣接地で格好の潜伏場所・餌場になっていたが、事業実施により見通しが良くなり、イノシシが出没しにくい安心・安全な生活環境づくりを取り戻すことができた。
    今後は、東今泉町及び地権者の協力し、できる範囲で維持管理を行っていく。
○◎東今泉町において0.14haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことでイノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。
○◎東今泉町において0.14haの竹林整備を実施した。見通しが良くなったことでイノシシの出没しにくい安心・安全な生活環境を取り戻すことができた。事業実施後も除草･管理を継続して行ない、良好な環境を維持している。今後も維持管理のために刈払い等を行う。

 ・ 適時に、伐採・刈払い等を行えれば、少ない労力で維持管理ができるが、地域内には、他にも荒廃した場所がたくさんあり、維持管理の継続が困難になることも想定される。
○◎今度も竹や雑草の繁茂が懸念されるが、良好な環境を維持していくために、多くの人の協力が必要となる。

…区民全員が意識して取り組んできた。区会での協議をかさね、最善の対処方法を模索している。コスト(人件費）がかかるため、ボランティアを募って補助金でまかなえる事業者をお願いしている。
○道路に隣接した竹は積雪などにより非常に危険な状態に発展していくのを抑制できると考え、区民に協力をお願いし安心な町づくりを確保していける補助金として活用している。
○区民への理解活動を実施。

…一過性の事業ではないため、繰り返しの事業が望まれる。地域住民の意識を改革して継続していきたい。
○継続していく活動をしていきたい。
○理解をしていただくための勉強会を実施してほしい。委託によってできることは限度がある。日常の対応策についても区民全体で協議していくことが必要と考えています。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 沼田市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
岩本町竹林整備 沼田市

沼田市による地域の獣害対策や荒廃森林の適正な管理を目
的とした侵入竹林の整備

594,000 594,000 16 16 6 8 30

H29 － － － A B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 沼田市 里山・平地林 整備／竹林 白沢町上古語父森林整備 稲荷大明神社氏子会
地域の団体による地域の獣害対策や荒廃森林の適正な管理
を目的とした森林整備

149,840 142,000 11 11 6 8 25

H29 沼田市 里山・平地林 管理／竹林 白沢町上古語父森林管理 稲荷神社氏子会
地域の団体による地域の獣害対策や荒廃森林の適正な管理
を目的とした管理活動

51,860 40,000 11 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H27繰 藤岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林・竹林
藤岡市森林・竹林整備 藤岡市

藤岡市による世界遺産「高山社跡」周辺の景観及び生活環
境の改善を目的とした繁茂した森林及び竹林の整備

2,432,160 2,432,000 14

H28 藤岡市 里山・平地林 管理／森林・竹林 高山社跡周辺整備事業
たかやま里山を愛する
会

地域住民による安心安全、景観保全のための森林及び竹林
管理

93,608 93,000 9

H29 藤岡市 里山・平地林 管理／森林・竹林 高山社跡周辺整備事業
たかやま里山を愛する
会

地域住民による安心安全、景観保全のための森林及び竹林
管理

95,874 93,000 13 B A A A

成果

課題

8 11

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

12

8 12

8 12 32

　 雪害対策を主な目的としていたので、倒木の心配は無くなり、達成できたと思われる。
 ・ 全戸で40軒に満たない山里である高山社跡周辺地域の壮青年で構成しているこの会が初めての事業として里山の平地林の整備にあたって、中には親が健在で機材に触れたこともない者もいた。しかし、藤岡森林事務所の方の温かいご指導で、初日が終わる頃には、ケガをしないそして能率の良い使い方が出来るようになりました。
　 今後は、この指導を元に、世界資産の地元と言う事をいつも頭に置き、里山の整備に力を注いでいきたい。
…みなさんにご協力いただき森林環境整備ができました。
○協力して整備ができました。
○事業の継続はしていきます。参加人数声がけしていきます。意識をもって活動しています。
◎地域の管理団体が活動することにより、村の事業の推進力となっている。
◎高山社跡周辺の整備により、景観保全に寄与できている。

評価番号

14 沼田－里山－H30－4

評価番号

藤岡－里山－H30－1

計画
番号

市町村名

Ⅱ－１効果

事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

　  継続して道路沿線の整備が必要。管理団体の高齢化が進んでいる。
 ・ ボランティア活動とすれば、当然の事だか、実際に事業に対する費用の積算が少なく、会員の自己所有の機材や手間で対応するしかなかった。県民税から生じたこの取組なので、ボランティアという一言で済ませないで支給すべきものは支給し、実施団体の負担が少しでも軽くなるように考えるべきと思う。
…参加人員協力してくれる方確保
○人員確保
○参加人数あつめ
◎自然環境に配慮し、観光名所として安心安全に活用できるかどうか。参加人員の確保。

判定
①＋②＋③

13 沼田－里山－H30－3

5 6 7 9

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

15

事業
年度

事業
年度

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

6 6 6 9

・2年目～の管理費少し値上げしてもらいたいのですが

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H27繰 藤岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
風久保里山保全事業 藤岡市

藤岡市による獣害の軽減、景観の保全、畑への侵入竹防止
等安心安全を確保するための竹林整備

2,712,960 2,712,000 16

H28 藤岡市 里山・平地林 管理／竹林 風久保里山保全事業 風久保里山を守る会 地域住民による安心安全、景観保全のための竹林管理 37,800 36,000 13

H28 藤岡市 里山・平地林 苗木購入 風久保里山保全事業 風久保里山を守る会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 138,000 138,000 13

H29 藤岡市 里山・平地林 管理／竹林 風久保里山保全事業 風久保里山を守る会 地域住民による安心安全、景観保全のための竹林管理 36,526 36,000 14 B A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 藤岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
二千階段周辺整備事業 藤岡市

藤岡市による二千階段周辺の景観の保全を図るための竹林
整備

3,834,000 3,834,000 15

H29 藤岡市 里山・平地林 管理／竹林 二千階段周辺整備事業 しだれ桜千本の会
地域の団体による二千階段周辺の景観保全を図るための竹
林管理

54,238 52,000 15

H29 藤岡市 里山・平地林 購入／苗木 二千階段周辺整備事業 しだれ桜千本の会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 195,000 195,000 13 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 藤岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
子王山周辺整備事業 藤岡市担当者 藤岡市による子王山周辺の景観保全を図るための森林整備 226,800 226,000 15 7 10 30

H29 藤岡市 里山・平地林 管理／森林 子王山周辺整備事業 子王山里山保全会
地域の団体による子王山周辺の景観保全を図るための森林
管理

38,320 36,000 12 B B B B

成果

課題

14

10 328

8 11 33

6 7

18 藤岡－里山－H30－4

14

 ・ 刈払い等、管理団体の負担は大きい。
…対象の機器類の限度額が安価で初心者向けのものしか選択できないので、ハードの作業には不向き。それなりの現場に合った機種を選べるよう限度額以上の機種には自己負担してでも購入できるようにしてほしい。
○急峻な現場と高齢のため、団体保険等の導入も検討してほしい。

事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)
評価番号

評価番号

16

17

藤岡－里山－H30－2

事業
年度

計画
番号

市町村名

8 8 8 12

　 伐採により、景観の保全や援衝帯が出来た事で、獣害の軽減は図れたと思われる。
 ・ 苗木の植栽は、会員の8割が参加し、2人1組で区割りした部分を植え付け、2時間ほどの作業でスムーズに終了した。植林の様子は上毛新聞地域欄（28.11.16付）に掲載され、事業のPRにもなった。
 ・ 大多数の会員は杉、桧を植林するイメージが強かったが、苗木購入業者との打合せを重ねた結果、昔からの里山の林相（落葉樹林）に戻すことの理解ができた。苗木の種類　コナラ、クヌギ、オオヤマザクラ、ヤマモミジ
…草刈機と草刈トラクター(会員所有・運転)を併用することで、年3回の草刈りを定例化できた。
○植樹の様子が上毛新聞地域欄(28.11.16付)に掲載され、里山の位置が庚申山公園の南東斜面であることから、本郷地区住民が注目している。
○初年度事業で竹の全伐とともに竹の根を抜根したので、里山と里山の周囲の畑の竹の繁殖力が弱くなった。抜根の山の根が再び根付かないよう、徹底的に刈払いを実施した。枯死した苗木の補充・植栽を実施した。苗木購入代は管理費用から支出。
◎きれいに整備することができて、地元住民も喜んでいる。
◎地域環境整備に役立ったと思われ、景観保全にも寄与できた。

 ・ 会が所在する地域は行事や共同作業が多く、会員の高齢化（70代半数）とあいまって、事業継続は会員の負担感が大きい。秋植（28.11）の苗木は、29.4にはオオヤマザクラ、ヤマモミジの95％、クヌギの60％が芽吹いたが、4～6月の小雨、高温、強い日照で、7月中旬現在のコナラ、クヌギの活着は40％程度となった。
    また、芽吹きほぼ100％だったオオヤマザクラは、5月にシカに新葉を食われ、食害後も軟らかい新葉が芽吹いたが、真夏の日照と水不足に耐えられない可能性が大である。庭木のような手厚い管理ができないのが残念で、来春（3、4月植が最適か）苗木を補充・植栽したいと考えている。
 ・ 事業実植（0.46ha）にどの程度の密度で苗木を植えるのか、なかなか理解できず、成木になったときのことを考え、本数は約200本としたが、適当であったかどうか。
…シカと虫による食害でオオヤマザクラの生長が思うようでない。自然の中での営みなので、見守るしかない。
○年間の活動が定着・定例化してきた反面、当初の事業への熱意が薄れつつあるように思える。会員の高齢化とともに課題である。
○抜根とチップ化できなかった太竹が里山内に山積みされ、里山の景観を損ない、刈払い作業も難渋している。数年かけて冬期に焼却処分することを検討しているが、禁止されている野焼きとなる。

Ⅰ実績
判定

①＋②＋③

藤岡－里山－H30－3

8 8 9 12

 ・ 実施箇所の景観の保全は達成できた。
…ブルーベリーを栽培している。私も含めて8人で作業してくれており、桜の植付と草刈りを行なっております。
○地域活性化のために寿命の長い(200～300年)桜を植えて、大勢の方に花見にきていただきたいと2000年から始め、先に植えたのは立派な花をつけるようになった。維持管理はボランティアでやってもらったが、H26～緑の基金制度が始まり、助かっております。
◎地域の管理団体が活動することにより、村の事業の推進力となっている。
◎二千階段周辺の伐採により、景観保全に寄与できている。

 ・ 刈払い等、管理団体の負担は大きい。
…竹林は伐採後、再生竹が春ものすごい数発生し、草刈りが三度ぐらい必要で大変です。経費の件ですが、ボランティアでやってもらっていますが、作業終了後一杯やる予算をつけてもらえないですか。
○補助事業で造ってもらった茶屋と加工場があるのですが、活動に参加してくれる人が見つからず苦労しています。
◎管理団体のメンバーは高齢化が進んでおり、若い協力者を探す必要がある。
◎自然を利用したハイキング道や観光名所として安心安全に活用できるかどうか。

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

8 12

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

14

 ・ 実施箇所の経過の保全は達成できた。
…急峻で岩場もある現場なので大変である。
○「二千階段」という登山コースが隣接し、ハイカー達から作業の高評価をいただき、一般の人の意識が高まる機会になると思う。
◎地域環境整備に役立った。会員の協力により天候が不順でも作業ができた。
◎会員が各作業に取り組んだことにより、該当箇所は整備できた。

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 藤岡市 里山・平地林 整備／森林 子王山周辺整備事業 子王山里山保全会 子王山周辺の景観保全を図るための森林整備 14,607 11,000 11 11 6 9 26

H29 会による自主管理 － － － B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 富岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
里山再生事業 富岡市

富岡市による地域の安全・安心な生活環境づくりを目的とし
た荒廃した竹林整備

590,000 590,000 18 18 8 9 35

H29 地域行事(道路清掃等)の際に、刈払い等を実施 － － － A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 富岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
里山再生事業 富岡市

富岡市による地域の安全・安心な生活環境づくりを目的とし
た道路沿線の森林整備

4,428,000 2,555,000 18 18 7 10 35

H29 地域行事(道路清掃等)の際に、刈り払い等を実施。 － － － A B B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 富岡市 里山・平地林 整備／竹林 竹林整備事業 富岡市シニア先遣隊
ボランティア団体による竹林整備。竹林整備後のフィールドを
対象に市民を対象とした森林環境教育を実施

1,413,975 1,400,000 8 8 7 9 23

H29 富岡市 里山・平地林 管理／竹林 里山再生事業 富岡市シニア先遣隊
地域の団体による地域の獣害対策や安全安心な生活環境づ
くりを目的とした管理活動

188,283 160,000 7 C B B B

成果

課題

4 6

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

19 藤岡－里山－H30－5

8 12

 ・ 見通し、見晴らしがよくなり、登山者に感謝された。
◎地域環境整備に役立った。
◎会員が各作業に取り組んだことにより、該当箇所は整備できた。

 ・ 伐採作業を自ら行うものと思い、準備してきたが、森林組合の作業となったので拍子抜けした。間伐率が低く、追加作業が必要。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

21 富岡－里山－H30－2

20 富岡－里山－H30－1

評価番号
判定

①＋②＋③

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

9 98 8

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

7 7 10 10

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

10

 ・ 今回は竹林の伐採のみで良いという条件の中で、極力チップ加工も手掛けることに傾注した。地形によっては全部チップ加工した場所もあったが、傾斜の強い地区では機械を持ち込めず、やむを得ず切りっぱなしした所がある。達成率の悪さは官庁側の引き継ぎの悪さの為、認証時期の大幅の遅れ、8月迄伸びた（遅れた）。
…前年度に伐採した竹が邪魔をして、当年度の竹林管理の本数が新規伐採の本数よりもはるかにオーバーして、目標達成にはほど遠い実績となった。
○竹林整備に入る地域にあらかじめ回覧板または個別配布で挨拶状を公開しておりますが、近隣の皆様の関心は高く、湯茶の差し入れもあり期待をされている状態は感じますが、チップにできず放置した竹材に対する満足度が低下している様子が明確にわかるようになってきた。

 ・ ①竹林切りっぱなしの所の翌年の管理が大困難
 ・ ②傾斜が強く、チッパーを持ち込めず
 ・ ③伐採後の平地への引き出しが人力では不可能
 ・ ④年度末の官での引き継ぎの悪さ(大幅遅れの要因）
 ・ ⑤必要経費の設定の拙さ→現場との遊離
 ・ ⑥竹材（切断後）の平地への引出方法の機械化
…私共が請け負った竹林整備事業は、竹を切りっぱなしでいいという条件ながら作業域を圧迫するため、できる限りチップ化にしたため当初見積もり人工数よりもはるかにオーバーしてしまった。
○新規竹林整備に比例して管理面積も増えるため、新規伐採の方が計画通りに実績が伴わない。竹林に関しては切りっぱなしは結局後の管理が困難になるだけで、その都度片付けないとこの事業は続かない。行き詰まるのは目に見えている。伐採後の竹を引き出すには重機を使った業者に依頼するしかないと思う。

22 富岡－里山－H30－3

6 8 7

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 安中市 里山・平地林 整備／竹林 新井地区竹林整備事業 関口会
野生鳥獣対策等を目的とした団体が実施する荒廃した竹林
の整備

100,227 100,000 20 20 10 8 37

H29 自主管理 － － － A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 みどり市 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
小夜戸地区竹林整備事業 みどり市 みどり市による放置された竹林の整備 7,992,000 7,992,000 12 16 8 10 34

H29 みどり市 里山・平地林 管理／竹林 小夜戸地区竹林管理事業 わたらせ竹林整備隊
地元団体によるイノシシ等の獣害対策を目的とした放置竹林
の整備後の管理

65,000 65,000 20 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 榛東村 里山・平地林 管理／森林 榛東八幡ホタルの郷周辺整備事業 榛東八幡ホタルの会
地元自治会による八幡神社周辺森林を対象としたホタルの
生息環境を維持することを目的とした森林の管理

69,360 68,000 15 15 9 12 31

H29 榛東村 里山・平地林 管理／森林 榛東八幡ホタルの郷周辺整備事業 榛東八幡ホタルの会
八幡神社周辺森林を対象としたホタルの生息環境を維持す
ることを目的とした森林の管理

68,725 68,000 14 A A A B

成果

課題

23 安中－里山－H30－1

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

9 10 11 4

 ･ 場所が近いという事もありますが、本業（自営業）をしながらの竹林整備だったので、正直とても大変でした。普段なら休憩する所、その時間を整備に当てたので、体も疲れました。でも、家の周辺や荒れた所が綺麗に成る事はとても良い事です。自分でも結果に満足して居ます。

 ・ 本当に竹林整備は大変です。年を重ねた人達は絶対むりです。全部とは言いませんが、危ないところや邪魔な所など、パトロールして、チーム竹林整備を立ち上げる必要があると思います。
◎代表者が体調を崩したため、管理の継続が困難となった。
◎事業の波及効果については期待できません。里山の管理が進まない原因は「意識」という漠然としたものではなく、「木材の低価格化」「高齢化による体力低下」「就労により日中に時間がない」という実状によるものです。
   当事業を普及させるには、業者への依頼を前提として補助額を設定しないといけないのではないでしょうか。(２次募集するより、1件の補助額を上げた方が良いのでは。)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③
評価番号

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

24 みどり－里山－H30－1

10 6 11 9

 ・ 竹林は間伐ではなく全伐を行うことで、有害鳥獣対策にもつながった。
 ・ 予定地全てを全伐することができたので、目標は達成できた。
◎竹林を全伐したことで立木の保護だけでなく、イノシシ等の潜伏場所がなくなり、有害鳥獣対策になった。景観及び道路の見通しが良くなり、安心・安全な生活環境の確保につながった。
◎管理を行なうにあたり、前年度の作業を見直し、より効率的に進められるようになった。同事業の利用を考えている他地区の住民や団体が、施業実施箇所を事例として見学に来るようになった。

 ・ 1年目はきれいに全伐できたが抜根をしてないので、2年目以降、どの程度の回数作業を行うかなど、適当な管理方法を見つけていくことが課題。
○地域(所有者)は何もしない。
○管理を人件費なしでボランティアに任せるのは酷です。
◎事業対象地の周辺にはまだ放置された竹林があるが、管理の負担が大きいことや協定の締結ができない等の理由から、新たな困難地整備支援の要望が出てこない。
◎ぐんま緑の県民税市町村提案型事業を利用して竹林を整備したことが、あまり知られていない。抜根を行なっていないため、新たに竹が生えてきてしまう。また、竹の成長が早いため、管理の負担が大きくなってしまう。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)
判定

①＋②＋③

Ⅱ－２効果

25 榛東－里山－H30－1

8 10 11 13

 ・ ホタルの生息環境の維持とあわせて、地域の人々の憩いの場である「八幡神社」敷地内の整備をすることができた。
…この事業をホタルの会(会員数40名)として取り組みました。特にホタルの餌となるカワニナの餌やりを子供会員の人たちに週1回やっていただき、自然環境の大切さをわかっていただきました。また神社に参拝に来る人にも、下草刈りのころは一周ホタル池周辺を見ていただきました。
○神社周辺及びホタル池の周囲がきれいになりました。神社に参拝に来る人たちにもきれいにしているね、とほめられました。
◎地域が主体となり、ホタルの生育環境を維持することを目的とした森林管理により、ホタルの生息しやすい環境となった。また、ホタルの生息地の環境を維持することで、来訪者へ自然環境への関心を高めることができたと感じる。
◎ホタルの生息環境を維持するため、地域が主体となり事業が継続されてきた。本事業に取り組むことで、毎年ホタルを楽しみに多くの来訪者が訪れることで、事業の波及効果につながっている。

…これからの課題としては、草刈りの約1ヶ月間は通路として利用できますが、年2回くらいでは草の伸びもよいので、一年中利用してもらうにはあと1～2回、年4回くらい草刈りを実施したほうがよいのではないかと思います。
○年間通して平地林をきれいにするには、最低でも3回ないし4回草刈りを実施した方がよいのではないか？

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 吉岡町 里山・平地林 整備／森林 金剛寺跡周辺森林整備事業 南下自治会
地元自治会による金剛寺跡・上八幡神社周辺の荒廃した森
林を対象とした景観維持や地域の憩いの場としての価値を高
めることを目的とした森林整備

89,578 89,000 13 14 7 12 33

H29 吉岡町 里山・平地林 管理／森林 金剛寺跡周辺森林管理事業 南下自治会
金剛寺跡・上八幡神社周辺の荒廃した森林を対象とした景観
維持や地域の憩いの場としての価値を高めることを目的とし
た森林の管理

27,448 27,000 15 B B A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 上野村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
上野村里山景観整備事業 上野村

上野村による、獣害の防止及び里山景観美化を目的とした森
林整備

1,598,400 1,500,000 16 18 10 12 40

H29 上野村 里山・平地林 管理／森林 上野村里山景観整備事業
上野村景観整備
推進協議会

地域の団体による森林の管理を行ない、獣害防止と里山の
景観美化を図る

56,386 50,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 神流町 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
平原地区竹林伐採事業 神流町

神流町による、地域の環境改善及び野生獣類による被害防
止を目的とした放置竹林の整備

4,989,600 4,989,000 20

H28 神流町 里山・平地林 管理／竹林 平原地区竹林管理事業 へばーらんど研究会
神流町による、地域の環境改善及び野生獣害による被害防
止を目的とした竹林の管理

98,135 76,000 15

H29 神流町 里山・平地林 苗木購入 平原地区植栽事業 へばーらんど研究会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 291,600 291,000 16 A A A A

成果

課題

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

27 上野－里山－H30－1

10 10 15 15

 ・ 道路から川が見えるようになり、景観美化につながった。また、道路の日当たりが良くなり、積雪があった時でも雪が溶けやすくなる。
◎一般の観光客も多く訪れる区域が含まれており、利用者の安全・安心な環境が実現されるとともに、美観の上でも好ましい状態になっている。
◎一般の観光客が利用するところでもあるため、安全・安心・美観の向上の効果は高く、継続した取組になると思われる。

◎やや人手不足の感がある。

26 吉岡－里山－H30－1

6 8 11 12

 ・ 荒廃してしまった里山・平地林の整備したが、大変大きな松など枯れた木が多く、専門業者に一部お願いした為、経費が予定より支出してしまったが、地域の住民に協力して頂き、地域の安全・安心とコミュニケーションができ、森林の必要性が理解された。
…住民が集合したときに、群馬県基金市町村提案型事業の目的を説明して作業に入りました。当地区は人口が増加して緑が年々減少しているので、里山整備をして残す対策を早急に始めたことは成果と思う。
○地域全員参加を目標として通知し、理解していただきました。特に当地区は人口増加しており、新住民の参加に伴いコミュニケーションの場としてもよい効果を上げた。また整備することにより、子供たちを含め里山を散歩する人々が多くなった。
○事業の継続性については、参加者が年々増加しているので、活動を理解してきていると思います。森林は山だけでなく、里山の必要性を参加者に説明した。若い人の参加が目立った。
◎本活動は、地域の年中行事として以前より地域住民が主体となり行なわれてきた経緯がある。このような自主的な活動の一助として、本基金が使われたのは非常に良いと思われる。
◎事業実施後、地域の協力体制も広がり、参加者も年々増えてきたと聞いている。その間の関係者による事業説明も住民の意識改革につながっているようである。また、労をねぎらう意味で基金が活用でき、招集をかける側でも参加を促しやすいと聞いている。

 ・ 当地域は人口が増加しているので若い人の森林に対する理解が少ない点がある。そこで、古い時代に山に咲いた山ユリ・山野草などを植えることにより、憩いの場になると、評価が高まるのではないかと思います。今後共、支援よろしくお願いいたします。
…住民にもっと理解をしていただくためのパンフレットの配布。経費については立木の処理に予算がかかるため、補助対象にしていただきたい。
○今後は憩いの場である里山に歩道を整備することにより安全な場所で森林教育の実施、また山野草を植えて希少種を保護することで里山の必要性を住民が理解してくれると思います。
○今後は里山の整備の必要と事業のアピールを多くの人々に、現地に看板を設置して見ていただきたい。補助金の検討。整備の補助(例：階段・歩道・トイレ)
◎本基金を活用した事業は、以前より地域で管理を行なってきたような里山が対象であり、かつ今後地域で　管理していく協定の締結も必要となるため、できる場所が限定される面もある。
◎盛り上がってきた気運を継続できるよう、今後もっと多くの方々にPRしていく必要がある。その1つとして看板の設置などもいいと思われる。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

28 神流－里山－H30－1

9 9 11 12

…桜については大きめの苗を植えたため、シカの害から免れている。八ツ掛もしてあり、定着できた。
○うっそうとした竹林がきれいになり、地域の人は喜んでいる。今後桜やもみじが大きくなれば、さらに良い環境となる。
◎生まれ育った場所を自分たちの力で整備するという気運が高まり、愛郷心がさらに増したのではないかと考える。
◎自分たちでやるぞという意識がさらに増したと思う。

…管理している「へばーらんど研究会」は実質3名であり、日程を調整しながら作業している。補助金の多くを委託しているが、自らの作業も多く必要となっていて、今後作業を手伝ってくれる同志を募る必要がある。
…苗の中段は鹿が食べているため、今後幹が食べられないよう防護しなければ。
○地域が高齢化しているため、手伝いたい旨の話も聞くが危険が伴うため、事業継続の手法を検討していく必要がある。
◎人口減少、高齢化により、この先も同じクオリティで維持管理ができるのか心配。
◎高齢化により、管理団体が今後も維持管理能力を持てるか不安。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

判定
①＋②＋③

17 9 12 38

Ⅰ実績

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 神流町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
気奈沢地内森林伐採事業 神流町

神流町による、地域の環境改善及び野生獣類による被害防
止を目的とした、放置森林の整備

119,880 119,000 19

H29 神流町 里山・平地林 管理／森林 気奈沢地内森林管理事業 ひのき会
地域のボランティア団体による獣害の未然防止、地域の安
心・安全な環境の確保・維持を目的とした森林の管理

14,904 6,000 16

H29 神流町 里山・平地林 購入／苗木 気奈沢地区植栽事業 ひのき会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 19,440 19,000 14 A B B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 下仁田町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林・竹林
黒川森林整備 下仁田町

下仁田町による自然災害・有害鳥獣対策、景観問題の改善
を目的とした森林整備

536,730 163,000 12 15 8 10 33

H29 下仁田町 里山・平地林 管理／森林・竹林 黒川森林整備 西野牧自治会
地域の自治会による自然災害、有害鳥獣対策、景観問題の
改善を目的とした森林の維持管理活動

64,800 4,000 18 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H27繰 下仁田町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
上小坂（杉ノ木）森林整備 下仁田町

下仁田町による自然災害・有害鳥獣対策、景観問題の改善
を目的とした森林整備及び特殊伐採

4,446,618 1,785,000 12

H29繰 下仁田町 里山・平地林 購入／苗木 上小坂（杉ノ木）森林整備 上小坂区自治会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 90,202 90,000 11

H29繰 下仁田町 里山・平地林 管理／森林 上小坂（杉ノ木）森林整備 上小坂区自治会
地域の自治会による自然災害、有害鳥獣対策、景観問題の
改善を目的とした森林の維持管理活動

357,392 49,000 11 B B C B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H27繰 下仁田町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
中小坂（尾屋敷）森林整備 下仁田町

下仁田町による自然災害・有害鳥獣対策、景観問題の改善
を目的とした森林整備及び特殊伐採

3,957,362 1,344,000 12

H29繰 下仁田町 里山・平地林 購入／苗木 中小坂（尾屋敷）森林整備 中小坂区自治会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 60,134 60,000 19

H29繰 下仁田町 里山・平地林 管理／森林 中小坂（尾屋敷）森林整備 中小坂区自治会
地域の自治会による自然災害、有害鳥獣対策、景観問題の
改善を目的とした森林の維持管理活動

333,451 28,000 20 A A A A

成果

課題

36

16

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

29 神流－里山－H30－2

8 6 10 10

…きれいな環境が維持できている。
…鹿害に対応するため、桜苗にウッドガードを施した。
◎獣害を避けるうえでの取組がなされていることで、地域の利益にはつながっていると考えられる。
◎獣害防止に向けた取組。

…桜を植えたが、鹿にやられて定着しない。
…ウッドガード上部から出ている枝を引っ張られて、ほとんど折れてしまった。
○周囲の荒地も整備しなければ、獣害防止効果は薄い。
◎人口減少により、今後も管理できるのか不安。
◎意識はあっても、意識のある人間が人口減少により今後も減っていくのではないかという不安。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

33

30 下仁田－里山－H30－1

10 5 12 8

…昨年度より経費・コストを下げました。

…5年後よりは地主にお願いしたいと思います。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

31 下仁田－里山－H30－2

4 5 5 8

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

11

32 下仁田－里山－H30－3

10 5 15 8

17

10

5 7 22

8 12

7

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H27繰 下仁田町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
土谷沢（七久保）森林整備 下仁田町

下仁田町による自然災害・有害鳥獣対策、景観問題の改善
を目的とした森林整備及び特殊伐採

1,438,090 75,000 12

H29繰 下仁田町 里山・平地林 購入／苗木 土谷沢（七久保）森林整備 土谷沢区自治会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 10,121 10,000 14

H29繰 下仁田町 里山・平地林 管理／森林 土谷沢（七久保）森林整備 土谷沢区自治会
地域の自治会による自然災害、有害鳥獣対策、景観問題の
改善を目的とした森林の維持管理活動

43,754 4,000 14 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 南牧村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
南牧村林地荒廃対策整備支援事業 南牧村

南牧村による地域の獣害対策や景観の保全を目的とした荒
廃した森林の整備

928,800 850,000 15

H29 南牧村 里山・平地林 購入／苗木 大仁田地区林地荒廃対策整備支援事業 大仁田えぼし会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 330,000 330,000 16

H29 南牧村 里山・平地林 管理／森林 大仁田地区林地荒廃対策整備支援事業 大仁田えぼし会
地域の団体による森林の全伐実施箇所に対する植栽及び下
草刈り等の維持管理活動

88,000 88,000 16 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 甘楽町 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
下引田通学路竹林整備 甘楽町

甘楽町による児童生徒の安全な道路環境を確保するため
の、通学路沿いの荒廃した竹林の整備

469,800 469,000 13 15 10 14 39

H29 甘楽町 里山・平地林 管理／竹林 下引田通学路竹林整備
甘楽町行政連絡区
第２３区

地域の団体による通学路の安全確保を目的とした竹林の管
理

7,416 6,000 17 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 甘楽町 里山・平地林 整備／竹林 秋畑那須鯉のぼりの里竹林整備
甘楽町行政連絡区
第11区

地域の団体による秋畑那須地区における景観保全及び有害
鳥獣対策としての緩衝帯整備を目的とした荒廃した竹林の整
備

147,000 147,000 14 14 10 13 36

H29 甘楽町 里山・平地林 管理／竹林 秋畑那須鯉のぼりの里竹林整備
甘楽町行政連絡区
第11区

地域の団体による景観美化と有害鳥獣の緩衝地帯の整備を
目的とした竹林の管理

16,000 16,000 14 B A A A

成果

課題

13 7 10 30

16 8 12 36

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

33 下仁田－里山－H30－4

8 6 10 9

○人員不足と高齢化が激しく、地主への交渉や地元との話し合い、人によっては「木は切れば良いというものではない」と言う人もいます。むずかしい問題ですね。

○木を切った後の管理ができなくなるのと、提案して事業を行なうまでが容易ではない。担当になる人がいなくなるおそれがある。言い出した人が全部やるようになってしまう。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

34 南牧－里山－H30－1

8 8 12 12

 ・ 地元からの要望箇所を実施できたことは事業効果があったと思う。急峻な地形で作業困難ではあったが、当初の目的に合った事業内容で実施できたと思う。
…○事業の継続性
◎森林整備を行い、植栽したことでその良さが伝わり、地域住民の意識向上と他地域への波及効果はあると思われる。

 ・ 急峻な地形の問題があり、作業経費がコスト面においては平地に比べると多額になってしまう。本村においては地形的にも作業困難な場所が多く、また所有者等の高齢化にもより、整備活動においては危険も伴い負担も大きく、いずれは手が行き届かなくなるように思える。また、高齢化が進む中で、
   地域住民の手で整備を進めていく意識付けをどのようにしていくかなどの課題もある。
◎整備を継続して実施していくことが一番の課題と考える。所有者自身が関心を持っていただけるような取組を考えていくことも課題である。
◎地域住民での活動がどこまで続けられるかが課題となる。地元住民や所有者の手により森林整備を進めていく意識付けをどのようにしていくかも課題の一つである。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

35 甘楽－里山－H30－1

10 10 13 14

 ・ 通学路沿いの竹林整備を実施したため、児童・生徒の安全な道路環境が確保できた。
…地域住民による管理体制が確立されており、定期的な草刈作業も実施されており、通学路の安全確保がなされている。
◎地域をあげた管理活動が実施されているので、安全な通学路が確保されており、児童・生徒・高齢者への寄与は大きい。

○管理作業に対する補助金の増額を検討いただきたい。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

36 甘楽－里山－H30－2

10 9 12 13

 ・ 竹林の伐倒整備により、山里風景が復活されるとともに、有害鳥獣等の緩衝地帯として安全な環境整備が図れた。
◎里山の景観を保全するとともに鳥獣等の緩衝地帯となるよう目的意識を持った管理活動が実施されている。

 ・ 実施後の管理作業について、場所が急傾斜地のため、伐採作業の危険度が非常に高くなっているので、高齢化も重なり、継続事業としては困難である。
…管理活動を実施する際、場所が急傾斜のため非常に危険がともなってしまう。住民も高齢者が多いため、事故には気をつけなくてはならない。
◎実施場所が急傾斜のため、管理作業時の危険度が非常に高いため、ケガ等の発生が懸念される。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 甘楽町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林・竹林
甘楽中学校北側山林整備 甘楽町

甘楽町による甘楽中学校開設に伴う、学校周辺の荒廃した
森林・竹林を対象とした有害鳥獣対策、生徒の安心安全な通
学環境の確保等を目的とした整備

891,000 891,000 11 13 8 11 32

H29 甘楽町 里山・平地林 管理／森林・竹林 甘楽中学校北側山林整備 松泉会
地域の団体による中学校周辺の荒廃した森林・竹林を対象と
した有害鳥獣対策及び安心安全な通学環境の確保等を目的
として整備した箇所の維持管理

43,366 39,000 15 B A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 中之条町 里山・平地林 整備／竹林 宇野原地区竹林整備事業 宇野原地区
地域の自治会による有害鳥獣対策、安全・安心な生活環境
づくり、景観保全を目的とした竹林の整備

251,262 250,000 18 18 9 12 38

H29 自主管理 － － － A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 中之条町 里山・平地林 整備／竹林 池田地区竹林整備事業 池田地区
地域自治会による有害鳥獣対策、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的としちゃ竹林の整備

71,260 63,000 17 17 8 6 31

H29 自主管理 － － － A A C B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H27繰 長野原町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
浅間牧場解放区森林整備事業 長野原町 長野原町による景観美化を目的とした森林整備 1,177,200 500,000 20

H28 長野原町 里山・平地林 管理／森林 浅間牧場解放区森林整備事業 浅間牧場売店組合
地域の団体による遊歩道周辺の景観美化を目的とした森林
の管理

80,000 80,000 18

H29 長野原町 里山・平地林 管理／森林 浅間牧場解放区森林整備事業 浅間牧場売店組合
地域の団体による遊歩道周辺の景観美化を目的とした森林
の管理

80,000 80,000 15 A A A A

成果

課題

18 10 14 42

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

37 甘楽－里山－H30－3

7 8 10

 ・ 学校周辺の呼応排した森林・竹林の整備がじっしされたため、有効な有害鳥獣対策となるとともに、生徒の安全確保と環境整備が図れた。
◎学校周辺の荒廃した山林・竹林の管理活動が実施されているので、獣害対策になるとともに生徒たちの安全確保に有効となっている。

事業費
(円)

県補助金
(円)

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅰ実績

38 中之条－里山－H30－2

9 8 11 12

 ・ 個人ではなかなか取り組めない場所・規模のものが地域の人全体で取り組むことができた。
 ・ 地域の人の和、協力態勢をつくるのにもなったと思われる。
○平成22年度に中之条町大字蟻川地区全体で協力して作業を実施し、有害鳥獣対策として電気柵を3000m設置した。その半分を宇野原地区が維持管理することになる。年3回の除草剤の散布、年1回の点検、竹の伐採作業(4回実施)してきている。
   さらに、景観保全・有害鳥獣対策を目的に3回竹林伐採作業を実施してきている。個人ではなかなか取り組めない場所、規模のことが地域の人たちの協力で実施でき、続いて取り組めている。
◎元教員の方を中心に地域でよくまとまっている。今回の施業により、地域に朝日が差し込むようになった。(特に秋～春時期)
◎少人数で複数日にわたり活動した点は、高く評価できる。

39 中之条－里山－H30－3

9 6 5 7

 ・ 元々、少人数の地区ではあるが、皆良く協力し合って作業に当たることができた。
◎退職者を中心とした地域住民により構成されているため、まとまりがよい。
◎同級生などの仲間意識が強い場所では、活動に取り組みやすい。

 ・ できれば、伐採した竹の破砕までしたかったが、出役人数の関係から破砕まではできなかった。
○事業の主旨は理解できるが、現場が傾斜地であることに加え、さんかしゃの高齢化が進んでいるため、今後の継続した取組は難しくなっている。
◎ただ再任用、再雇用により平日・日中の作業が困難となっている。また仲間内での作業であるため地元への広がりがにぶい。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

長野原－里山－H30－140

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

10 13 1510

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

判定
①＋②＋③

Ⅰ実績

◎牧場周辺の景観美化に努め、組合が主体となり取り組みを行なっている。
◎観光牧場としての景観美化等の重要性の観点からも継続性が生まれている。

判定
①＋②＋③

 ・ ○維続体制の維持（高齢化などによる）
○地域の人たちの協力態勢はあるが、高齢化などにより継続体制をどう維持していくかが大きな課題である。
◎他地域と同様、実施者の高齢化。

Ⅱ－１効果

12

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 長野原町 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
浅間牧場解放区森林整備事業 長野原町 遊歩道周辺の景観美化を目的とした森林の整備 810,000 810,000 20 18 10 14 42

H29 長野原町 里山・平地林 管理／森林 浅間牧場解放区森林整備事業 浅間牧場売店組合
地域の団体による遊歩道周辺の景観美化を目的とした森林
の管理

132,000 132,000 15 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 長野原町 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
草木原地区竹林整備事業 長野原町 長野原町による侵入竹林の全伐 3,190,000 3,190,000 20 20 10 15 45

H29 長野原町 里山・平地林 管理／竹林 草木原地区竹林整備事業（管理）
草木原地区電気柵管理
組合

地域の団体による獣害防止対策と景観美化を目的とした竹
林伐採跡地の管理

44,000 44,000 19 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 嬬恋村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
鎌原姥ヶ原森林整備事業 嬬恋村

嬬恋村による荒廃した村道鳥居峠車逆沿線の森林を対象と
した道路沿線の安全の確保、獣害防止及び環境保全を目的
とした森林の整備

10,713,600 4,380,000 13 14 8 11 33

H29 嬬恋村 里山・平地林 管理／森林 鎌原姥ヶ原森林管理事業 山路の会
地域の団体による獣害防止や地域の環境保全を目的とした
森林の管理

184,200 160,000 15 B A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 嬬恋村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
門貝区森林整備事業 嬬恋村

嬬恋村による村道や林道沿線の荒廃した森林を対象とした、
道路沿線の安全の確保や獣害防止を目的とした森林の整備

1,393,200 750,000 13 13 6 9 27

H29 嬬恋村 里山・平地林 管理／森林 門貝区森林管理事業 門貝区
地域の自治会による獣害防止や地域の環境保全を目的とし
た森林の管理

79,800 79,000 12 B B B B

成果

課題

評価番号

43 嬬恋－里山－H30－1

8 7 11 11

 ・ 手を入れづらい地域への手を入れるきっかけになった。
…山の環境薄れ緑の県民税で森林を守ることができました。会員森林に理解を深めて成果出ている。

 ・ 予算的に補助金のみでは足りない。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

事業概要

4 7 9 9

 ・ 道路沿の森林整備は、実施直後は効果があるが、大きな木の枝が道路への伸びが早く、数年でまた事業を行いたくなる。

 ・ 地区の住人が高齢化のため管理が難しくなる。

10 15

事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

41 長野原－里山－H30－2

10 10 13

事業概要

事業概要
事業費

(円)

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業費
(円)

◎有害鳥獣害対策として地元の意識の高まり、良い効果があらわれていた。

 ・ 事業完了から4ヶ月が経過しようとしているが、竹林伐採後の管理の大変さを管理団体とともに痛感している。そのため、竹林管理の補助について、更なる充実を図って頂きたい。また、当該箇所は竹林からの樹種転換を計画しているため、平成31年度以降の当事業の継続について前向きに検討願いたい。

10

県補助金
(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

15

判定
①＋②＋③

県補助金
(円)

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名

評価番号

42 長野原－里山－H30－4

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

44 嬬恋村－里山－H30－2

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅱ－１効果Ⅰ実績
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

15

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅱ－２効果

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 高山村 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
高山村竹林整備事業 高山村

高山村による野生鳥獣害対策及び景観対策を目的とした荒
廃した竹林及び侵入竹林の整備

41,751,000 41,751,000 16 13 5 8 25

H29 高山村 里山・平地林 管理／竹林 高山村竹林整備事業 高山村6工区
地域の団体による野生鳥獣対策、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした竹林の管理

566,000 566,000 10 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 高山村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
高山村里山・平地林整備事業 高山村

高山村による野生鳥獣害対策を目的とした荒廃した里山・平
地林の整備

5,884,000 5,884,000 16 14 4 9 27

H29 高山村 里山・平地林 管理／森林 高山村里山・平地林整備事業 高山村7工区
地域の団体による野生鳥獣対策、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした森林の管理

944,000 944,000 12 B C B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 高山村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
高山村里山・平地林整備事業 高山村

高山村による野生鳥獣害対策を目的とした荒廃した里山・平
地林の整備

6,194,000 6,194,000 14 13 6 9 28

H29 高山村 里山・平地林 管理／森林 高山村里山・平地林整備事業 高山村8工区
地域の自治会による野生鳥獣対策、安全な生活環境づくり、
景観保全を目的とした森林の管理

330,000 330,000 12 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 東吾妻町 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
新巻地区竹林伐採 東吾妻町

東吾妻町による野生鳥獣害対策や景観保全を目的とした放
置竹林の整備

2,808,000 2,808,000 17 18 8 9 35

H29 東吾妻町 里山・平地林 管理／竹林 新巻地区竹林管理事業
NPO法人
フォレストぐんま２１

NPO法人による野生鳥獣害対策や景観保全を目的とした竹
林の管理

64,800 40,000 19 A A B A

成果

課題

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

47 高山－里山－H30－3

45 高山－里山－H30－1

5 4 7 8

…個人の考え方がまとまらないが、事業を実施した箇所がきれいなりみんなの見方が変わりつつある。
○事業の継続して効果が現れると思います。地域で管理するのに難しく事業管理費の見直しをお願いします。
◎野生鳥獣対策については、荒廃した里山が整備されたことについては評価するが、ボランティアでの管理は難しい。

◎管理費の予算を見直してほしい。
◎高齢化している所有者や意識の向上が難しい。予算の見直しを検討してほしい。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

46 高山－里山－H30－2

Ⅰ実績

判定
①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

48 東吾妻－里山－H30－1

10 6 9 8

 ・ 竹林の全伐により、景観も良くなり、獣害防止の点でも目的を達成できるレベルとなった。引き続き周辺の整備を行う。
◎竹林が伐採されたことにより、自分の土地でも伐採したほうが良いという意見の人が出てきた。
◎最初の伐採箇所から継続して管理は行えている。

 ・ 管理箇所は全体的にかなりの斜面であるため、管理は困難である。基金事業終了後に、地元住民だけで管理がおこなえるかが課題。
◎地域全体への波及はまだのようである。
◎地域住民による管理でないため、意識向上があまり感じられない。

8 4 11 6

○野山がきれいになった。動物等も減少した。
○野山がきれいになって陽当たりが良くなり、小動物も減少した。
◎野生鳥獣対策については、荒廃した里山が整備されたことについては評価するが、ボランティアでの管理は難しい。

…整備をしたのでその時はきれいであるが、次の年には竹や木々が伸びてくるので困る。少ない予算の中で野山を毎年管理していくのは難しい。管理していけるだけの予算がほしい。
○一度だけで終わってしまわないように継続してもらいたい。
○野山のきれいさを保ち、管理していくのが大変である。特に竹林については繁殖が強いため、毎年手入れをしていかないとだめだ。継続していくことが大切である。
◎管理費の予算を見直してほしい。
◎高齢化している所有者や意識の向上が難しい。予算の見直しを検討してほしい。

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

4 4 11 6

…経費が安いのに地区でのが出来ている。今後は経費の増額をお願いする。
○今後も事業の継続をお願いします。
◎野生鳥獣対策については、荒廃した里山が整備されたことについては評価するが、ボランティアでの管理は難しい。

◎管理費の予算を見直してほしい。
◎高齢化している所有者や意識の向上が難しい。予算の見直しを検討してほしい。

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

評価番号

判定
①＋②＋③

Ⅰ実績

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 東吾妻町 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
川戸地区竹林伐採 東吾妻町

降雪に伴い放置竹林が道路等へ悪影響を及ぼすことを未然
に防止するための東吾妻町による放置竹林の整備

2,916,000 2,916,000 14 14 5 9 28

H29 東吾妻町 里山・平地林 管理／竹林 川戸地区竹林管理事業 川戸自治会
地域の自治会による野生鳥獣害対策及び景観対策を目的と
した竹林の管理

40,000 40,000 14 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 東吾妻町 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
植栗地区竹林伐採 東吾妻町

東吾妻町による野生鳥獣害対策や景観保全を目的とした放
置竹林の整備

1,049,760 1,049,000 15 16 7 6 28

H29 東吾妻町 里山・平地林 管理／竹林 植栗地区竹林管理事業 上北管理体
地域の団体による野生鳥獣害対策及び景観対策を目的とし
た竹林の管理

15,011 14,000 16 A B C B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 東吾妻町 里山・平地林 整備／森林 岩島地区森林整備 アグリグループ
地域の融資団体による野生鳥獣害対策としての緩衝帯整備
を目的とした森林整備

190,760 190,000 15 14 7 9 29

H29 東吾妻町 里山・平地林 管理／森林 岩島地区森林管理事業 アグリグループ 地域の団体による野生鳥獣害対策を目的とした森林の管理 86,717 80,000 12 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 片品村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
里山整備事業 片品村

片品村による安全・安心な生活環境づくりを目的とした荒廃し
た森林の整備

1,515,000 1,515,000 20 20 10 14 44

H29 片品村 里山・平地林 管理／森林 里山整備事業 須賀川共有林組合
地域のボランティア団体による獣害防止、安全・安心な生活
環境づくり、景観保全を目的とした森林の管理

244,000 244,000 20 A A A A

成果

課題

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

49 東吾妻－里山－H30－2

4 6 9 8

 ・ 交通量のある道路脇のため、大変見通しが良くなり、多くの住民が事業の効果に気づいた。
…○年に2回伐採のため、補助金が足りないので検討してもらいたい。
◎地区の責任者(区長)は、責任感を持って管理を行なっている。
◎事業地を見て、他の地区の住民が感銘を受けている付近で、自力伐採する例が出た。

 ・ 地権者の意思があまり統一されておらず、管理に不安が残る。また、管理は委託しているため、基金事業終了後にどのように管理を行うかが不透明。
◎地権者によっては協力的でなく、個人的な管理を行なっている例がある。
◎協力的でない地権者がいる。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

50 東吾妻－里山－H30－3

7 6 6 6

 ・ 周辺の景観・日当たりが大変良くなった。
○野生鳥獣害がなくなり早朝より日が当たること。
◎事業主体のやる気は感じられる。

…今後このような事業を始める人がいなくなるのでは？
○補助金が少なすぎる。
◎住宅地の一角のため、周囲に拡散していくような場所がなく、取り組みが広がらない。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

51 東吾妻－里山－H30－4

7 6 7 10

 ・ 定期的に今のところ活動ができている。 イノシシ、シカの隠れ場所がなくなった。
…気候変動で気温上昇が。人口減少と高齢化によりさらに空き地と耕作放棄地が増加する中に、作業場所が増加して少しでも多く管理していきたい。
○住宅地近郊を主体にし、野生動物の進入を防止している。景観の向上ができている。
○この事業がなくなれば、里山はさらに荒廃するので継続が必要。
◎積極的に事業に取り組んでいる。
◎事業の継続性について期待がもてる。

 ・ 守備範囲が広く少しの期間も休むことができず、すぐに伸びてしまう。
 ・ ツールが草刈り機のみで、重労働である。
 ・ 2年目以降の補助金8万→12万円にならないか　経費がかかる。
…暑さが続くなかで作業時間が減少と、草・木の伸びが著しく、刈払機だけでは無理。作業工具の見直しが必要。
○放棄地が増加してきているため、人員増が必要。また地主が不明のため管理できない。
○作業できる人たちにはたらきかけ、もっと作業者と組合化が必要。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

52 片品－里山－H30－1

10 10 15 13

…定期草刈りを行ない、害獣対策に成果が出た。
◎山間地で農地が近いため、林地整備を行なっていることで境界確認が容易になり、本業経営にも意欲がわいてくる。
◎初期の整備から管理整備まで行なって、獣の隠れ場にならないように気をつけている。

判定
①＋②＋③

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 片品村 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
里山整備事業 片品村

片品村による安全・安心な生活環境づくりを目的とした荒廃し
た竹林の整備

1,885,000 1,885,000 20 20 10 15 45

H29 片品村 里山・平地林 管理／竹林 里山整備事業 須賀川共有林組合
地域のボランティア団体による獣害防止、安全・安心な生活
環境づくり、景観保全を目的とした竹林の管理

25,000 25,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 片品村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
里山整備事業 片品村

片品村による安全・安心な生活環境づくりを目的とした荒廃し
た森林の整備

2,200,000 2,200,000 20

H29 片品村 里山・平地林 管理／森林 里山整備事業 鎌田森林を守る会
地域のボランティア団体による獣害防止、安全・安心な生活
環境づくり、景観保全を目的とした森林の管理

104,000 104,000 20

H29 片品村 里山・平地林 購入／苗木 里山整備事業 鎌田森林を守る会 本事業により全伐した跡地を森林にするための苗木購入 369,360 369,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 片品村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
里山整備事業 片品村

片品村による安全・安心な生活環境づくりを目的とした荒廃し
た森林の整備

1,140,000 1,140,000 20 20 10 15 45

H29 片品村 里山・平地林 管理/森林 里山整備事業 須賀川共有林組合
地域のボランティア団体による獣害防止、安全・安心な生活
環境づくり、景観保全を目的とした森林の管理

60,000 60,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 川場村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林
川場村平地林整備事業 川場村

川場村による野生鳥獣対策を目的とした荒廃した森林の整
備。

3,950,000 3,950,000 20 20 10 13 43

H29 自主管理 － A A A A

成果

課題

45

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

53 片品－里山－H30－2

10 10 15 15

…草刈りを定期に行なっているので、折れた竹の被害や獣害対策にも成果が出た。
○定期に草刈りを行ない、見通しを良くすることで地域の住民が安心して行き来できている。
○害獣の隠れ場とならないよう定期に草刈りを行なった。農家の人にも安心してもらえた。
◎乱雑に繁っていた林(竹林)が整備後は見通せるようになり、安全に近くを通行できる。
◎集落から農地に向かう間に位置するので、整備・管理を行なうことで獣の隠れ場となるのを防いでいる。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

55 片品－里山－H30－4

10 10 15 15

…定期に草刈りを行ない、獣害防止・景観対策を行なった。
○クリーンセンターに続道上の森林整備ができたことで倒木による通行止めもなくなり、安心して行き来ができるようになった。
◎傾斜地の森林を整備できたことで、強風で倒れる木もなくなり、安心して生活できるようになった。
◎整備後は害獣が隠れられなくなり、近くの住民も安心して生活できるようになった。

54 片品－里山－H30－3

◎冬になると村道に陰を作り事故が多かったが、整備後は雪溶けも早くなり安全に通行できている。
◎立木が育ちすぎ陽を遮っていたため、冬期は道路凍結になり車両事故が多かったが、事業後は西陽が当り安全に通行でき、歩道も安心して歩けるようになった。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

20

10 10

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

10

15 15

15

Ⅱ－１効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

56 川場－里山－H30－1

10 10 13 13

 ・ 有害鳥獣対策、景観面の向上に繋がった。
 ・ 村民の意識の向上に繋がった。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 川場村 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
川場村竹林整備事業 川場村

川場村による野生鳥獣対策と景観保全を目的とした侵入竹
林の整備

5,850,000 5,850,000 20 20 10 13 43

H29 川場村 自主管理 － A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援

／森林・竹林
昭和村森林整備事業（滝寺地区） 昭和村

昭和村による地域の安全・安心な生活環境づくりや獣害防止
を目的とした森林・竹林の整備

5,562,000 3,600,000 18 17 8 10 35

H29 昭和村 里山・平地林 管理／森林・竹林 滝寺森林管理事業 滝寺区
地域の自治会による獣害防止、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした森林・竹林の管理

32,000 32,000 15 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
昭和村森林整備事業（常木地区） 昭和村

昭和村による地域の安全・安心な生活環境づくりや獣害防止
を目的とした竹林の間伐などの整備

1,296,000 1,296,000 17 11 7 7 25

H29 昭和村 里山・平地林 管理／竹林 常木森林管理事業 常木区
地域の自治会による獣害防止、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした竹林の管理

40,000 40,000 4 B B C B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
昭和村森林整備事業（橡久保地区） 昭和村

昭和村による地域の安全・安心な生活環境づくりや獣害防止
を目的とした竹林の間伐などの整備

1,296,000 1,296,000 17 17 8 11 36

H29 昭和村 里山・平地林 管理／竹林 橡久保森林管理事業 橡久保北部区
地域の自治会による獣害防止、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした竹林の管理

22,000 22,000 16 A A A A

成果

課題

Ⅱ－２効果

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

判定
①＋②＋③

57 川場－里山－H30－2

10 10 13 13

 ・ 有害鳥獣対策、景観面の向上に繋がった。
 ・ 村民の意識向上に繋がった。

 ・ 竹は成長スピードがとても早く、継続して整備を実施していく必要がある。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

Ⅱ－１効果

58 昭和－里山－H30－1

8 8 10 10

 ・ 森林・竹林が整備され、付近の住宅の安全性、また、日当たりが確保された。
…地域住民の方に、平日に集合していただいたことはとてもありがたいことでした。
○森林伐採をしたことで、冬場の大雪時の倒木の心配がなくなりました。
○安心して生活できると思います。
◎団体が立ち上げられており、地域の意見を取入れた活動がなされている。

…地域住民の方同士のコミュニケーションのとり方は、これからはとても大切だと思います。
○人口減少と高齢化になりますので、維持・管理が難しくなると思います。
○維持・管理していくことが大切だと思います。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

59 昭和－里山－H30－2

7 7 5 9

 ・ 施工箇所が小学校近くであり、竹林が整備されたことで通学の安全性が高まった。
…竹林を伐採したことにより太陽光が道路に届くようになり、融雪効果が生まれている。
○暗かった(昼間)道路に光が差すようになり、安心して通行できるようになりました。また融雪効果もあります。
○継続性、波及効果は、私の感じるところでは薄い気がします。(引き継ぎもないので群馬県がやってくれていることを知らない)でも、やってくれていることは区民だけではできない非常にありがたいことなので、区民に周知してもらい森林のあり方についての意識の向上をはかりたいと思っています。
◎地域の意見を取り入れた安全な生活環境の確保がなされている。

…大きな竹を伐採したことにより、太陽光が小さい竹にあたるようになり、小さな竹が爆発的に繁ってきていて、道路にまでおおいかぶさっている。※年に2回の道路愛護では対処できない。
○小さな竹が爆発的に大きくなってくるので、こまめに伐採が必要であるが、地区の民では手がまわらないのが現状。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

60 昭和－里山－H30－3

9 7 12 10

 ・ 竹林が整備されたことで道路の日当たりが確保され、冬場の交通の安全性が高まった。
◎地域の意見を取り入れた生活環境づくりがなされている。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援

／竹林
昭和村森林整備事業（川額地区） 昭和村

昭和村による地域の安全・安心な生活環境づくりや獣害防止
を目的とした竹林の間伐などの整備

1,296,000 1,296,000 17 14 7 9 29

H29 昭和村 里山・平地林 管理／竹林 川額森林管理事業 川額区
地域の自治会による獣害防止、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした竹林の管理

23,000 23,000 11 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援
／森林・竹林

みなかみ町森林整備事業 みなかみ町
みなかみ町による地域の安全・安心な生活環境づくりを目的
とした荒廃した森林・竹林整備

5,900,000 5,900,000 14 16 7 10 32

H29
みなかみ

町
里山・平地林 管理／森林・竹林 みなかみ町里山管理事業（小和知地区） 小和知区

地域の自治会による獣害防止、安全・安心な生活環境づくり
を目的とした森林・竹林の管理

121,948 103,000 17 A B B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援
／森林・竹林

みなかみ町森林整備事業 みなかみ町
みなかみ町による獣害対策・景観保全のための侵入竹林の
全抜及び間伐等の森林整備

18,720,000 18,720,000 14 13 9 10 31

H29
みなかみ

町
里山・平地林 管理／森林・竹林 みなかみ町里山管理事業（下牧地区）

下牧四ｶ村用水周辺整
備委員会

地域の自治会による獣害防止、安全・安心な生活環境づく
り、景観保全を目的とした森林・竹林の管理

318,832 317,000 12 B A B B

成果

課題

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

判定
①＋②＋③

61 昭和－里山－H30－4

5 8 7 10

 ・ 竹林が整備され、付近の住宅の安全確保、景観づくりがなされ、日当たりも確保された。
◎地域の意見を取り入れた生活環境づくりがなされている。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

62 みなかみ－里山－H30－1

7 7 12 7

…地区の景観が良くなった。見通しが良くなり、獣害が減った。(特に竹の子が少なくなり餌が減ったためと思われる。)
○ただ切っただけでは竹は再生してしまうので、竹を枯らさなければならないと除草剤を使った。また手を入れられる所はその都度手入れをした。
○事業として地区の景観を守る、イノシシ・熊の被害を減らすという点は効果があった。
◎管理の方法について、地域が率先して考え、実施している。

…竹が減ってきて、草・葛がすごくなるのでその対策を考えなければならない。
○2年目なので除草剤できれいに枯れるか、見ていかなければならない。枯れた所その周りに草が生え、その対策も考えなければならない。
○上記の効果が確認できたが、耕地の維持ができないと、その地区の竹林の整備もできなくなってしまうのではないとかと不安である。
◎地域の環境を向上させることがメインとなっており、ぐんまの森林を守るという意識が薄い。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

63 みなかみ－里山－H30－2

8 9 11 8

 ・ 県道から見た景観が非常に良くなった。
…今後、地域の住環境を守るためには、組織的に取り組んでいくという良いモデルケースになった。
○竹の道路への倒伏がなくなり、通行に支障がなくなった。獣害の軽減にもなっていると思われる。
○今まで管理を放棄していた地主さんが、自主的に維持管理を始めた。(少数ではあるが)
◎この事業のために委員会が設置されたが、代表者及び地域の方達により非常にキッチリ運営されている。

 ・ 当初予想より竹林が多く、金額が大幅に増加したため、予定箇所全部が実施できなかったので、残地について平成29年度で実施する予定。
…高齢者が多い中、急傾斜地の管理をどう継続させていくかが課題。
○管理の継続。
○管理したいけどできない高齢者の地をどう地域で管理していくか。
◎地域の環境の向上がメインとなっており、ぐんまの森林を守るという意識が薄い。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 玉村町 里山・平地林 整備/森林 水辺の森整備事業
岩倉自然公園水辺の森
を愛する会

地域の団体による町民の憩いの場や豊かな自然環境を背景
とした森林環境教育の場づくりを目的とした森林整備

202,550 120,000 18 17 9 12 37

H29 玉村町 里山・平地林 管理 水辺の森環境整備事業
岩倉自然公園水辺の森
を愛する会

地域の団体による町民の憩いの場や豊かな自然環境を背景
とした森林環境教育の場づくりを目的とした森林管理

34,194 34,000 15 A A A A

成果

課題

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

64 玉村－里山－H30－1

9 8 11 13

 ･ 水辺の森の環境整備については、会及び個人所有の刈払機を使い草刈りを30回ほど行った。草に覆われ、暗くうっそうとした歩道が明るくなり、散歩する人が増加した。
 ･ 枯れ枝の処理は粉砕機により処理し、整備したもみじ回廊に敷き詰め、ウォーキング者には足にやさしいと好評でした。案内板を作成し散歩道に設置した。
 ･ こどもの森まつりは、70名程の子どもが参加し大変好評だった。保護者はこんな素晴らしい公園が町内にあったのかと感心している。
…環境整備については、会及び個人所有の刈払い機を使い草刈りを実施している。枯れ枝は協力企業の応援を得て収集し、後日粉砕機により処理している。ショウビン沼のビン・缶等は長い長靴を履き回収し、不快感は多少改善した。
○中心的なメンバーは15人、いろいろな機会を通じて協力者を募っている。ボランティアを理解しているものの、定期的な活動をしなければと考えるとなると躊躇してしまう人のケースが多い。地道な働きかけをして活動に参加する人が増えるのを期待したい。
   散歩コースは間伐によって明るく見通しがよくなって安心して歩けるようになり、散歩する人は以前より増加している。ショウビン沼の汚泥のにおいは若干解消され、不快感はなくなったとの声を聞けるようになった。
○水辺の森の環境整備については、会及び個人所有の刈払い機を使い草刈りを定期的に実施している。草に覆われた駐車場は継続的な除草により駐車スペースが多く確保できた。暗くうっそうとした歩道は明るくなり、安心して散歩する人が増加した。
   落下した枯れ枝は粉砕機により処理し、整備したもみじ回廊敷き詰めた。案内標識を作成し散歩道に設置した。地域住民からは町内にこんな素晴らしい公園があったのかと感心する地域住民が多くなった。
◎定期的に作業を行なうことで、住民が森林環境を享受できる状況を維持している。特に沼周辺のゴミ払いや葦の刈り取りは、現地の景観美化に大きく貢献している。
◎来園者の数が増えた。散策するコースのエリアが広がった。以前産業廃棄物の不法投棄であった場所が改善された。

 ･ 草刈りは月2回～3回行っているが、草の生長が早く常に整備できてはいない。又刈った草の回収に苦慮している。
 ･ ゴミの回収を行って、森林は綺麗になったが、ときおり粗大ゴミが散見される。ショウビン沼に流れ込む缶、ペットボトルの回収は岸からは難しいので、胸までの長靴で対応している。
…草刈りは月2回～3回行なっているが、草の成長が早く整備が追いつかない状態が続いている。大型の機械でないと…と思っている。ショウビン沼の泥土の除去を行政に相談しているが、検討するとのことです。
○ショウビン沼は葦が繁茂して水の流れを阻害し、沼の淀み異臭の原因になっている。また、排水路に投棄されたコーヒー缶や、ペットボトルの回収には苦慮している。改善しつつあるが堆積した土砂が、落ち葉、枯れ草等を巻き込み異臭を放つ原因となっている。
　 農薬を使った農業排水、家庭排水(?)が混入し水質の悪化が懸念される。昔のショウビン沼を知る者にとっては生き物の減少は顕著で水質の浄化は行政と連携し改善を図っていかねばならない。小魚が少なくなり、翡翠の飛来がめったに見られなくなったのはさびしいかぎりである。
○草刈りは定期的に行なっているが、草の成長が早く常に繁茂する雑草に辟易している。また老木も多く、倒木やら枯れ枝が散策道路をふさいでおり大木の片づけに苦慮している。ゴミの回収で森内は綺麗になったが、ときおり粗大ゴミが散見される。ショウビン沼に流れ込む缶、ペットボトルの回収は
   胸までの長靴で対応しているが泥土で足をとられ危険を感じることもある。
◎指定場所以外での火器の使用(バーベキュー)が増えたり、バイクの乗り入れが増えるなど、マナーの低下が一部確認された。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



項目 A B C 未回答

内訳 3 1 0 0

構成比％ 75% 25% 0% 0%

荒廃した里山・平地林の整備

評価箇所数

4



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
②平均

補助
(自己評価)

③平均

H28 藤岡市 里山・平地林 刈払機、粉砕機の購入 粉砕機購入 藤岡市
繁茂した竹林を整備し、景観及び生活環境の改善を図るた
め、粉砕機を購入し、活動する森林整備団体等に貸与する

1,161,000 870,000 13 8 10 31

A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
②平均

補助
(自己評価)

③平均

H28 中之条町 里山・平地林
刈払機、粉砕機の購入

／粉砕機
粉砕機購入事業 中之条町 粉砕機購入し本事業に取り組む団体を支援 1,112,400 834,000 13 6 9 28

A B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
②平均

補助
(自己評価)

③平均

H28 長野原町 里山・平地林
刈払機、粉砕機の購入

／粉砕機
粉砕機購入事業 長野原町 粉砕機を購入し本事業に取り組む団体を支援 3,189,456 2,391,000 15 10 15 40

A A A A

成果

課題

10

13

15 10 15

6 9

 ・ 当初より見積もり入札の結果、4割近く安くすることができた。
○有害鳥獣対策の一環で地域が一つになって作業することで、地域の団結力が高まった。
○今まで作業の中で、機械の導入は効率アップに役立っています。

○地域の団体構成員の高齢化が進み、荒廃した里山等の整備がだんだんできなくなってきている。
○一度整備した里山でも、1年2年と管理できない年が続くと、荒廃が進んで有害鳥獣の進入を許してしまうので、毎年整備できる範囲で事業を継続。

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

3 長野原－里山－H30－5

○利用者実績について多少限定的な部分もあるが、稼働実績もあり、あるのとないのとでは差が大きいということなので、良かったと思う。

県補助金
(円)

継続 事業名市町村名 事業区分

2 中之条－里山－H30－1

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

事業
年度

計画
番号

評価番号

事業概要
事業費

(円)
継続 事業名

事業実施者もしくは
活動団体の名称

継続 事業名

藤岡－里山－H30－6

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

事業細区分
／細々区分

事業
年度

計画
番号

事業細区分
／細々区分

事業区分

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

評価番号

1

Ⅰ実績

 ・ 粉砕機を購入したことにより、里山、平地林の整備がスムーズに行うことができ、整備後の管理も行い易くなった。
○団体に貸し出ししているが、性能、使い勝手、共に評価は良い。
○今後も継続して、団体に貸出を行なっていく予定。

 ・ 今後の整備等にかかるコストがやや問題である。
○整備や修理にかかるコストが問題である。

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果
事業実施者もしくは
活動団体の名称

Ⅱ－１効果

13 8

県補助金
(円)

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



項目 A B C 未回答

内訳 2 3 0

構成比％ 40% 60% 0% 0%

貴重な自然環境の保護・保全

評価箇所数

5



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 渋川市 自然環境 活動支援 ヒメギフチョウ保護・啓発活動事業
ヒメギフチョウ保護連絡
協議会

地元や地元小学校、有識者・行政で構成されている「ヒメ
ギフチョウ保護連絡協議会」による産卵・生態調査に必要
な物品や啓発活動に必要な物品を補助にて購入し、保護
啓発活動を実施する

498,280 498,000 15 15 10 13 38

H29 － A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 中之条町 自然環境 活動支援 中之条町貴重種保全事業 中之条町
中之条町によるダン沢・大高山周辺に生息する絶滅危惧
種ⅠB、Ⅱ類に指定されている「イチョウラン」、「シラネアオ
イ」等の生息環境の保護・保全

977,184 500,000 15 15 5 7 27

H29 － A B C B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 中之条町 自然環境 活動支援 中之条町貴重種保全事業（エビ山・八間山） 中之条町

中之条町によるエビ山・八間山周辺に生息する絶滅危惧
種ⅠA、ⅠB、Ⅱ類に指定されている「コマクサ」、「イチョウ
ラン」、「ジガバチソウ」、「ヤシャビシャク」、「シラネアオイ」
等の生息環境の保護・保全

1,426,896 500,000 15 15 5 7 27

H29 － A B C B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 草津町 自然環境 活動支援 白根山系希少植物保護活動支援団体
白根山系の高山植物を
護る会

白根山系に棲息するミヤマモンキチョウ（県指定天然記念
物・準絶滅危惧種）やコマクサ（絶滅危惧ⅠA類）等の保護
のために必要箇所に毎年保護ロープを設置し環境全体の
保護を行う

501,295 500,000 15 15 10 14 39

H29 草津町 自然環境 活動支援 白根山系希少植物保護活動支援団体
白根山系の高山植物を
護る会

白根山系に生育するコマクサ(絶滅危惧種ⅠA類)等の保
護のために必要箇所に毎年保護ロープを設置し環境全体
の保護を行なう

337,715 250,000 15 A A A A

成果

課題

Ⅱ－２効果

8

Ⅱ－２効果

中之条－自然－H30－2

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

Ⅱ－１効果

事業名

Ⅱ－１効果Ⅰ実績
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果

4 6 6 8

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

事業概要
事業費

(円)
継続 事業名

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

10

渋川市－自然－H30－1

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

10 13 13

1

Ⅰ実績
事業実施者もしくは
活動団体の名称

計画
番号

市町村名 事業区分

3

4

2 中之条－自然－H30－1

◎希少種保全活動でも定植については地元や地元中学生の活動が行なわれているが、歩道整備などハード面については行政任せになっている。
◎希少種保全活動のための遊歩道整備だが､長い延長や地勢の特殊性から今後の管理が困難になってくる。

判定
①＋②＋

③

県補助金
(円)

判定
①＋②＋

③

Ⅱ－１効果

草津－自然－H30－1

◎希少種保全活動でも定植については地元や地元中学生の活動が行なわれているが、歩道整備などハード面については行政任せになっている。
◎希少種保全活動のための遊歩道整備だが､長い延長や地勢の特殊性から今後の管理が困難になってくる。

4 6 6

判定
①＋②＋

③

事業細区分
／細々区分

10 10

事業細区分
／細々区分

継続 事業名

事業実施者もしくは
活動団体の名称

県補助金
(円)

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続

評価番号
事業
年度

Ⅰ実績

 ・ 白根山系希少植物保護のための保護ロープ、鉄ピンなど補充ができ、お客様にも好印象を与えています。引き続き、計画的に補充してゆきたいと思います。
…保護ロープ・鉄ピンなどにより環境が良好に保全されている。7月8月にはミヤマモンキチョウ、コマクサ群落が誰でも見ることができた。
○30年度は本白根山の立入規制のため実施しませんでした。
◎草津町における観光資源でもある本白根山コマクサ群生地でのロープ張り、木道整備など多くの観光客に喜ばれ、また自然保護に対する意識も高まる結果となった。しかしながら、今年１月の本白根山噴火に伴い、同場所への立入ができなくなってしまったことは非常に残念である。

…白根山系の高山植物を護る会会員の高齢化が目立つようになってきた。

事業細区分
／細々区分

継続

15 12

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 邑楽町 自然環境 活動支援 中野沼自然環境保護事業 邑楽町
中野沼に生息する「マミズクラゲ」(Ⅱ類)等の貴重種を守る
ため、生息地の調査、外来魚駆除、住民への啓発活動な
どの中野沼の環境保護・保全活動

510,120 500,000 9 9 7 11 27

H29 邑楽町 自然環境 活動支援 中野沼自然環境保護事業 邑楽町(生活学習課)
中野沼に生息する｢マミズクラゲ｣(Ⅱ類)等の保護・保全活
動として、生息地の調査、外来魚駆除、啓発活動などを行
う

460,630 250,000 9 B B A B

成果

課題

5 邑楽－自然－H30－1

6

Ⅰ実績

8 9 12

…平成29年度も絶滅種を含む多くの貴重種を確認することができた。
○アンケート結果を参照し、毎年取り組み内容を変化させている。
○毎年、問い合せ件数が増えている。
◎事業を重ねるごとに、個人・団体のボランティアの参加が増えており、主体的に自然環境の保全に関わろうとする取り組みが地域に広がっていることが分かる。
◎事業の参加者は毎年新規参加者がおり、リピーターも含めると興味を持つ方が拡大していることが分かる。マミズクラゲの発見により、住民の関心が一気に高まり、日常生活野中でも中野沼に立ち寄る方が増加した。

…調査結果について、効果的に啓発活動につなげられるよう、製本等の対策を講じる必要がある。

評価番号
事業
年度

判定
①＋②＋

③

事業費
(円)

県補助金
(円)

Ⅱ－２効果
計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



項目 A B C 未回答

内訳 9 2 0 1

構成比％ 75% 17% 0% 8%

森林環境教育・普及啓発

評価箇所数

12



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 前橋市 教育・普及 森林環境教育 牛池川親子遠足で森と水辺で遊ぼう
牛池川の豊かな思い出
を育む会

地域の団体が地域住民や親子を対象に森林や森林が育
む、水辺、植物の大切さを体験的に学ぶ森林環境教育

110,000 110,000 15 15 9 14 38

H29 前橋市 教育・普及 森林環境教育
ホタル祭りや牛池川親子遠足等で森と水辺
を学ぼう

牛池川の豊かな思い出
を育む会

地域の団体が地域住民や親子を対象に森林や森林が育
む、水辺、植物の大切さを体験的に学ぶ森林環境教育

81,000 81,000 15 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 前橋市 教育・普及 森林環境教育 夏休みみどりの教室
前橋市シルバー人材セ
ンター

子供達が高齢者と交流を深めながら、森林環境の中で活
動し、自然と親しみ、子供達の健全な心の成長を育む

118,399 88,000 9 11 6 11 28

H29 前橋市 教育・普及 森林環境教育 夏休みみどりの教室
前橋市シルバー人材セ
ンター

子供達が高齢者と交流を深めながら、森林環境の中で活
動し、自然と親しみ、子供達の健全な心の成長を育む

95,580 92,000 13 A B A B

成果

課題

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

9 9 14 14

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

1

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

前橋－教育－H30－1

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続
事業費

(円)
県補助金

(円)

2

6 6 11 11

前橋－教育－H30－2

 ・ 牛池川遠足の際に、大気や水質の特徴や変化を具体的につかみ、環境保全に対する児童の意識を高めることができた。
…牛池川遠足の際に、牛池川の源流、榛名山系の地下水等について学習することができ、環境保全に対する児童の意識を高めることができた。
○牛池の階は中心となり、ホタル祭りや牛池川親子遠足等を企画・運営しており、環境について学ぶ取り組みとなっている。
○児童にとっても、地域にとっても、興味・関心を高めるような活動が継続されている。
◎ホタル祭りを通してホタルや絶滅危惧種ⅠAであるクロメダカ（前橋メダカ）の生育や元総社北小学校における飼育の様子、歴史等について、当校児童をはじめ、たくさんの来場者にも伝えることができた。　また、啓発活動の中には森と水辺の重要性も訴え、活動を通して自然の素晴らしさを感じながら
　 環境保全について、自分たちに出来ることを考えることができた。
◎ホタルや絶滅危惧種ⅠAであるクロメダカ（前橋メダカ）を保護・保全するための児童・保護者・地域住民による自然観察会・保護保全活動の開催を通して、森林や森林が育む水辺、植物の大切さを体験的に学ぶ活動が実施された。

 ・ 特にありません。ありがとうございました。
…特にありません。ありがとうございました。
○ぐんまの森林を守るという意識もさらに高めていくような努力、工夫していきたい。
◎事業内容をさらに地域に発信、周知し、地域の意見を取り入れたり主体的な参加を呼びかけたりしていただきたい。
◎児童にとっても、地域にとってもぐんまの森林を守るという意識を高めていけるような活動が継続されるよう努力・工夫していただきたい。

  ・ 小学4～6年生を対象に、赤城ふれあいの森で「木切れ工作」、「森林学習」を行った。
  ・ 「木切れ工作」では、自然木の木切れで工作することを通じ、木のぬくもりに触れることで、木に親しむとともに、素材としての木の有用性、可能性を子供たちに感じてもらった。
  ・ 「森林学習」では、「森林のはたらき」、「森林の成り立ち」、「木の利用」について講義を受け、森林の役割と森林を守ることの重要性を学んだ。
  ・ 自然の中で、実際に木に触れ、学習することにより、子供たちが森林に関心を持ち、身近に感じることができ、有意義な教室となった。子供たち自身が、「自然保護」、「自然との共生」について考えるきっかけになったと思う。
…「木切れ工作」では、こどもが自然木の木切れを使って自由に工作することにより、木に親しみ、資源の大切さ、リサイクルの有益性を学んだ。
…「森林学習」では実際に森林の中に行き、森林の役割、木の種類、森の生態系などについて学んだ。将来、地域を支える子供たちに森林について考え、関心をもってもらうことができた。
○「夏休みみどりの教室」はシルバー人材センターの会員である高齢者が主体となって計画・実施している。「木切れ工作」では会員が子供たちを指導し、「森林学習」では引率的な役割をした。　高齢者が子供たちの学習をサポートし、世代を超えて 一緒に森林について学べたことは有意義だった。
○当センター主催の小学生体験教室「夏休みみどりの教室」のカリキュラムの一環として「木切れ工作」「森林学習」を開催させてもらった。　「夏休みみどりの教室」自体は今年で18年目になり、小学生を持つ家庭から永く支持をいただいている。
   「森林学習」は地域・自然・環境をこどもたちが考える機会になるので、今後もカリキュラムとして取り組んでいきたい。
◎小学生を対象に、赤城ふれあいの森で「木切れ工作」「森林学習」を行った。「木切れ工作」では、シルバー人材センターの会員である高齢者が主体となって子供たちを指導し、「森林学習」では引率的な役割を担った。　子供たちが高齢者と
　 交流を深めながら森林環境の中で活動することにより、自然を親しみ子供たちの健全な心の成長を育めた。
◎「木切れ工作」では自然機の木切れで工作することを通じて。木のぬくもりに触れることで、木に親しむとともに、素材としての木の有用性、可能性を子供たちに感じてもらった。「森林学習」では「森林のはたらき」「森林の成り立ち」「木の利用」等に
   ついて講義を受け、森林の役割と森林を守ることの重要性を学んだ。自然の中で、実際に木に触れ、学習することにより、子供たちが森林に関心を持ち、身近に感じることができ、有意義な教室となった。　子供たち自身が「自然保護」「自然との共生」
   について考えるきっかけになったと思う。

  ・ 自然環境の中で、子供たちを預かるにあたり、天候やスズメ蜂等に細心の注意を払い、安全確保に努めているが、今後も万全な対策を講じていきたい。
…学校行事等と日程が重なってしまい、前年より参加者が減ってしまった。　開催日については慎重に検討していきたい。
○「夏休みみどりの教室」に賛同する仲間（会員）を増やし、今後も事業を継続していきたい。
◎自然環境の中で子供たちを預かるにあたり、天候やスズメ蜂等に細心の注意を払い、安全確保に努めているが、今後も万全な対策を講じていただきたい。
◎「夏休みみどりの教室」に賛同するシルバー人材センターの会員を増やし、今後も事業を継続していただきたい。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 前橋市 教育・普及 森林環境教育
ぐんま緑の県民基金自然体験活動支援事
業

前橋市
前橋市立小学校、中学校の児童生徒による森林環境の重
要性の理解と、森林を保全しようとする態度の育成を目的
とした森林環境教育

3,002,680 3,002,000 15 15 10 15 40

H29 前橋市 教育・普及 森林環境教育
ぐんま緑の県民基金自然体験活動支援事
業

前橋市
前橋市立小学校、中学校の児童生徒による森林環境の重
要性の理解と、森林を保全しようとする態度の育成を目的
とした森林環境教育

4,265,950 4,265,000 15 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 太田市 教育・普及 森林環境教育 太田市森林環境教育・自然観察会支援事業 太田市
太田市内の中学校を対象とした赤城山での自然観察会等
の森林環境教育

3,000,000 3,000,000 15 15 8 13 33

H29 太田市 教育・普及 森林環境教育 森林環境教育・自然観察会 太田市
太田市内の中学校を対象とした赤城山での自然観察会等
の森林環境教育

3,450,000 3,450,000 15 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 沼田市 教育・普及 森林環境教育 手づくりの輪フィールドワークin沼田(仮）
手づくりの輪実行委員
会

地域の団体による沼田市サラダパーク周辺森林を活用し
たネイチャーゲームなどの森林教育

300,840 300,000 － － 6 9 －

H29 沼田市 教育・普及 森林環境教育 手づくりの輪Final!!
手づくりの輪実行委員
会

自然観察会・ネイチャーゲーム 299,873 246,000 － － B B －

成果

課題

 ・ 中学1年生という発達段階での森林環境教育は、将来をになう人たちに森林を守ろうとする意欲を持たせるのに効果的である。
…各学校の森間学校において、明確な目的のある実地学習を行なうことができ、子どもたちの森林環境教育の充実につながった。特に十分な数の講師の方に説明していただいたことで、森林の現状等についてよりよく理解することができている。
○各学校からの要望を基にして、学校ごとのプログラムを組んでおり、各学校の主体性のある取組となっている。また、事前に講師の先生と学校とで直接やりとりをして、より学校の要望に沿ったプログラムになるようにしている。
○各学校ごとに森林環境学習を林間学校のプログラムに含め、継続した取組ができている。前年度の課題を修正して、より実態に応じた計画を作成し、活動することができた。
◎森林環境教育の実施後には、多くの子どもたちが森林の大切さや、保全することの必要性を認識している。実際、市内で行なわれている金山清掃ボランティアに参加する中学生も多く、森林環境を保全しようという意識の現れであると考えられる。
◎各学校で林間学校を実施する際に森林環境教育プログラムの位置づけが常態化してきており、総合的な学習の時間の年間指導計画にも学習時間が設けられている。また、学習を進める中で、子どもたちに森林環境への興味関心も高まっている。

 ・ 森林環境教育を受ける時、講師の方が複数参加していただきありがたいが、力量により、生徒の学ぶ内容に差が生じる場合もあったようである。
…野外での実地学習のため、荒天時には実施が難しく、別プログラムで行なう場合があった。天候の様子に合わせて実地学習の期日を柔軟に変更できるとよい。
○森林環境学習に取り組んだ子どもたちには森林の大切さや、保全することの必要性の理解が図られたと思われる。しかし、地域の利益として成果が目に見えるという部分では弱さが見られる。
○森林環境学習に取り組んだ子どもたちには、森林の大切さや保全することの必要性の理解が図られたと思われる。将来的には子どもたちが地域の森林を保全するということにつながると思うが、子どもたちからの発信等による意識の波及という点には課題がある。
◎森林環境学習については、各学校が生徒の実態に応じて企画していることであり、地域の意見等を伺いながらプログラムを検討していくということには難しさがあると考えられる。
◎充実した活動の継続のため、本事業に頼っている部分が大きく、本事業の支援を継続して受けられなくなった場合、活動を縮小する必要がある点が課題である。

4 太田－教育－H30－1

8 7 13 13

事業費
(円)

県補助金
(円)

判定
①＋②＋

③

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

3

10 10

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続

前橋－教育－H30－3

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

  ・ 中学生の自然体験活動の実施については、生徒の主体的活動を支援する体制とするため、講師の先生方とも相談し、学習過程を工夫した。
…中学校の自然体験活動の実施については、生徒の主体的な活動を支援する体制が整い、充実した活動を行うことができた。　また、昨年度に比べ利用する学校が増えた。　小学校については、学習過程の工夫をしたり、講師の先生方との相談を
   密に行ったりし、児童の主体的な活動を支援できるようにした。
○前橋市教育委員会では、前橋の子供たちが自然体験活動を通して、「自然を愛し大切にする子に」「自分のよさ、友達のよさを感じる子に」「ふるさと前橋が好きな子に」なってほしいという思いをもっている。　自然体験活動を行った子供たちは、身の
   回りの環境についての関心が高まり、自然や地域を大切にしようとする意欲が感じられる。　これにより、地域に貢献していると考えられる。
○この事業を始めて３年目となるが、年々利用する学校が増加しており、自然体験活動として重要な事業として認識されてきている。　また利用した学校の教職員の環境に対する意識も高まり、子供たちや地域へと還元されることも期待できる。
◎学校において自然体験活動を行うことは、子供たちが主体的に判断し、行動する力を身につけるために重要であると考える。　また自然に触れることで自然や地域を大切にしようとする気持ちも育てることができ、地域のために活動しようという子供
   たちが増えることが期待できる。
◎自然体験活動を行った子供たちが、地域のゴミ拾いをしたり、花の種を配ったりするなど、子供たちの意識の高まりを感じることができた。　学校で学習過程を工夫している様子が伺えた。　さらに、児童文化センターで行っている環境教室と連携する
   ことで、子供たちが身の回りの環境についての考えを深めることが期待できるのではないかと考える。

  ・ 中学校によって体験活動に取り組む実践活動に温度差があり、これからも実践例の紹介や教職員の研修等の工夫をしていく必要がある。
…学校によって体験活動に取り組む実践活動に温度差があり、これからも実践例の照会や教職員の研修等、工夫をしていく必要がある。
○普段から接している教職員は子供たちの環境に対する意識の高まりを感じることができるが、地域の方々には子供たちの活動を通して伝えていかなければならない。　このため、学校と地域との連携を密にしたり、子供たちが地域に貢献する活動を行ったりすることが必要である。
○前橋市内すべての学校に自然体験活動のよさを伝えることを通して、利用する学校を増やしていく努力が必要である。
◎子供たちが自分の住んでいる地域で自然体験活動ができるような学習過程の工夫が必要であると考える。
◎この事業が今後も継続することで、すべての前橋市の子供たちが中学校を卒業するまでに自然体験活動を体験することができるようになってほしい。

15 15

Ⅱ－２効果

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

5 沼田－教育－H30－1

－ 6 － 9

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 藤岡市 教育・普及 森林環境教育 林業体験教室
桜山観光道路雲尾線保
全会

児童等に対し森林の働きや林業作業の重要性の理解を
深めたうえで、間伐体験、木工工作体験、きのこ栽培を行
い、森林を守り育てる意識を育む

302,037 300,000 15 14 9 13 35

H29 藤岡市 教育・普及 森林環境教育 林業体験教室
桜山観光道路雲尾線保
全会

市内親子等に対し森林の働きや森林整備の重要性の理
解を深めたうえで、間伐体験を行ない、森林を守り育てる
意識を育む

300,000 300,000 12 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 榛東村 教育・普及 森林環境教育 榛東村立小学校林間学校実施事業 榛東村
村内2つの小学校を対象とした、国立赤城青少年交流の
家でのネイチャーゲームなどの自然体験活動

454,390 454,000 13 12 7 11 29

H29 榛東村 教育・普及 森林環境教育 榛東村立小学校林間学校実施事業 榛東村
村内2つ小学校(5年生)を対象とした、国立赤城青少年交
流の家でのネイチャーゲームなどの自然体験活動

489,010 436,000 10 A B A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 甘楽町 教育・普及 森林環境教育 甘楽中学校森林体験活動 甘楽中学校
中学校生徒を対象とした森林環境教育（植樹・森林体験活
動）

300,000 300,000 11 11 8 11 30

－ A A A A

成果

課題

 ・ 参加者を集める時、森林所有者の子供を主体的に参加させられるように親子で一緒にできる内容にした。
…山林の地主の子供を中心に森林教育を実施できたこと。雪害による皆伐した木材の利用ができたこと。森林組合との連携による実際の仕事のイメージができたことが参加者からの評価を得た。
○H28年度の参加者の意見を取入れ、H29年度はイスを家具事業者とともに制作した。また、制作する上で使っている木材は本地域の木材を活用していることや、森林組合を通じた山の仕事の全体像を子供に説明することができた。参加者からも次年度も参加したいという評価を得た。
○事業の継続性としては、毎年度参加者の半分はリピーターであり、人数も口コミで増えている。H30年度は40名になる見込みである。本事業の波及として、H29年度の事業実施記事を見た三波川住民から回覧板で告知したいという意見があがり、今年は実施。子供達からも来年は○〇したいという意見が出ている。
◎親子を対象としていて、森林の持つ働きや林業に関心を持たせることができた。
◎毎年継続して実施していること。

…森林作業を担う人自体に所得的な夢を描きづらいため、子供の目指すべき職業になりづらい事があげられる。
○本地域(三波川)の集落には子供が少なく、都市部へ引っ越してしまった場合が多いため、地域をまきこむためには8月の夏休みでないとなかなか集めにくい。
○森林を担う人になりたいと子供が希望を持てる職業になるためには、もっと森林作業者の所得を向上させる必要がある。これは林業の構造的な問題であるため、なかなか解決はできないが、そうならないと子供が林業に夢を持てない。
◎子供が大人になるまで、森林や林業に関心を持たせ続けられるかが課題。

判定
①＋②＋

③

8 6 12 9

県補助金
(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続評価番号
事業
年度

計画
番号

藤岡－教育－H30－1

榛東－教育－H30－1

甘楽－教育－H30－1

評価番号

Ⅱ－２効果
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

10 7

6 10 10 12

県補助金
(円)

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

事業概要
事業費

(円)

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

Ⅰ実績

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

14 12

6

7

8

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

 ・ 自然体験学習などを通して、自然に親しみを感じ、森林環境に興味を持たせることができた。
…村立小学校の第5学年の林間学校事業として、国立赤城青少年交流の家での宿泊体験や自然体験を通じ、自然に親しみを持つことができ、効果的であった。また、仲間同士と協力し合い共に学ぶことで友情・絆を深めることができた。
◎子供たちの自然に対する関心が高まったと思う。自然体験活動を通して学んだこと、感じたことを今後に生かしてもらうことで村全体の利益となる。
◎本村全ての子供たちに自然体験活動を通して、自然に親しみを持たせることで「森林を守る取組や地域の安全・安心な生活環境を確保するための取組」へ積極的に関わる人材に育成するため、事業を継続したい。

 ・ 林間学校終了後のフォローアップなどを実施し、森林環境について、継続した教育を行う。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

 ・ 甘楽中学校は町有木材を多く使用しているということから、当該木材の伐採・搬出を行い、森林保全のプロである鏑川東部森林組合の役員を講師に招き、1年生を対象に森林環境教育を実施しました。「ふるさとの木」が植えられてから、木材として活用できるまでに要する長い年月やその経過についての講義を通じて、
   生徒には森林の持つ機能や大切さを学ぶことはもちろん、木の温もりを大いに感じることができる母校への愛着を一層深めてもらうことができたことも大きな成果であったと考えます。
○生徒たちが積極的に管理作業を実施しており、緑を守るという気運が高まっている。
◎生徒及びPTAによる共同作業で整備を行なったため、生徒たちの気持ちにも、自らの手で管理していく意欲が芽生えている。その後の保全活動をはじめ、体験学習等の実施など非常に成果を上げている。

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 玉村町 教育・普及 普及啓発 水辺の森環境学習事業
岩倉自然公園水辺の森
を愛する会

岩倉自然公園に生息する動植物の調査を実施するととも
に、町民に広く知ってもらうための普及啓発資料(ガイド
ブック)の作成

367,080 300,000 14 14 8 10 31

－ A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ②平均

H28 明和町 教育・普及 森林環境教育 子どもキャンプ 明和町
ぐんま昆虫の森における自然観察会を通じた森林環境教
育

636,073 197,000 9 9 6 9 24

H29 明和町 教育・普及 森林環境教育 子どもキャンプ 明和町
赤城山周辺を拠点として森林の役割や森林生態系等の森
林環境教育や野外活動を行う

465,845 157,000 8 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 大泉町 教育・普及 森林環境教育
ぐんま緑の県民基金自然体験活動支援事
業

大泉町
大泉町内中学校を対象とした赤城地蔵岳周辺自然観察会
及び野外体験活動

1,544,080 900,000 10 11 8 12 31

H29 大泉町 教育・普及 森林環境教育
ぐんま緑の県民基金自然体験活動支援事
業

大泉町
大泉町内中学校を対象とした赤城地蔵岳周辺自然観察会
及び野外体験活動

1,486,620 900,000 12 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 邑楽町 教育・普及 森林環境教育 高島小学校植樹体験事業 邑楽町立高島小学校
渡良瀬川上流域での植樹体験を通じて、河川を取り巻く森
林の役割について学習する

269,000 269,000 14 15 8 12 34

H29 邑楽町 教育・普及 森林環境教育 高島小学校植樹体験事業 邑楽町立高島小学校
渡良瀬川上流域での植樹体験を通じて、河川を取り巻く森
林の役割について学習する

269,000 269,000 15 A A A A

成果

課題

12

 ・ 補助金の使用目的が限定されているので、もう少し柔軟に使用できると計画が立てやすく、有効に活用できる。
○子どもたちが地域に向けて森林保護の重要性を発信できると良いと思うが、時間が取れないのが現状である。
○児童1人1人が森林保護の重要性について意識するようになってきたので、地域での具体的な取り組みを検討して実施していきたいが、時間の確保が難しい。

12

判定
①＋②＋

③

8

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

評価番号
県補助金

(円)

Ⅰ実績

事業概要

8

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続

玉村－教育－H30－1

事業概要

 ･ リーフレットを活用しているが、十分地域に浸透しているか?検討して施設、団体等に配布したいと思っている。四季折々の生態系の記録を作成させるため、写真を活用したい。
○リーフレットを頒布し認知度は高まっているが、まだ現地に足を運んでくれる人は十分とはいえない。リーフレットを追加作成することを検討している。
○草刈りは定期的に行なっているが、草の成長が早く常に繁茂する雑草に辟易している。また老木も多く、倒木やら枯れ枝が散策道路をふさいでおり片づけに苦慮している。ゴミの回収では森内は綺麗になったが、ときおり粗大ゴミが散見される。
   ショウビン沼に流れ込む缶、ペットボトルの回収は胸までの長靴で対応しているが、泥土で足をとられ危険を感じることもある。
◎今年度(H30)より、事業を実施していない点が事業継続の面で課題となっている。

7

9

10

11

12

県補助金
(円)

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

明和－教育－H30－1

Ⅱ－２効果Ⅱ－１効果

邑楽－教育－H30－1

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

6 10 11 12

県補助金
(円)

大泉－教育－H30－1

事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

評価番号
事業
年度

評価番号
事業
年度

Ⅰ実績

9 9

9 6

計画
番号

市町村名 事業区分

6 6

判定
①＋②＋

③

県補助金
(円)

事業費
(円)

 ・ 森林環境教育を行っているが、単に知識として理解するだけでなく、実際に荒廃した里山を見学したり、森林を守るための取り組みである植樹を一人一人が体験することで、地球温暖化、人々の生活や環境と森林との関係まで気づくことができた。
○足尾の植樹体験や多々良沼の白鳥観察、バードウォッチング、平地林の観察、また足尾の歴史を学習することを通して、森林を守ることの大切さを実感するようになってきた。さらに子どもたちは、地域の森林保護にも興味を示すようになってきた。
○毎年5年生が足尾での植樹体験、3年生が多々良沼での白鳥観察やバードウォッチング、平地林の観察を通して森林保護の大切さを継続して体験・学んでいることで、森林保護の需要性について児童1人1人が意識するようになった。

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業費
(円)

Ⅱ－２効果Ⅱ－１効果

 ･ 別添のリーフレットが作成できた。道の駅、文化センター、公共の建物のカウンターに頒布用として広く周知できるようにした。ネイチャーゲームで生き物探しを子供に楽しんでもらっている。
○別添のリーフレットを道の駅、文化センター、公共の建物のカウンターに頒布用として並べさせてもらっている。特に道の駅玉村宿では来店客が増加し、リーフレットを手にして持ち帰る人が多い。リーフレットの内容に興味があるのではないかと思料している。
   相当の頻度で補充している。また、各種イベントで来場者に配布してより岩倉自然公園の周知を図っている。参加された方からは安全・安心な公園と認知され、特に県立女子大生からは暗い道路が明るくなって安心して通学できるようになったと評価されるようになった。
○水辺の森の環境整備については、会及び個人所有の刈払い機を使い草刈りを定期的に実施している。枯れ枝を粉砕機により処理し、整備したもみじ回廊に敷き詰めた。案内標識を作成し散歩道に設置した。地域住民から自発的に参加する方も見られるようになった。
   綺麗になった水辺の森公園にゴミを投棄するケースが減少した。
◎道の駅や文化センター等で資料を並べており、一般へ向けて情報提供している。また、現地についての紹介パンフレットとしては見やすくまとめてあり、好評である。
◎作成したガイドブックが来園者への情報提供に役立っている。また、当町の自然環境の記録としても有意義であると思われる。

事業費
(円)

Ⅰ実績

計画
番号

市町村名 事業区分

○講師の話を聞けるのは（生徒にとって）大変意義がある。

事業概要
事業費

(円)

11

Ⅰ実績
事業細区分
／細々区分

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



項目 A B C 未回答

内訳 1 1 0 0

構成比％ 50% 50% 0% 0%

独自提案事業

評価箇所数

2



補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 高崎市 独自提案 H28　里山元気再生事業 高崎市
高崎市による市内の団体が実施する竹林や里山伐採、刈
払い等への活動支援事業

4,728,067 1,163,000 11 11 6 9 26

H29 高崎市 － A B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均
補助

(自己評価)
地域 ②平均

補助
(自己評価)

地域 ③平均

H28 渋川市 独自提案 竹林整備事業 渋川市
放置竹林を間伐し、地域の安全・安心に資するほか、伐採
竹の利活用についての調査研究を行う

1,651,850 675,000 11 11 8 10 29

－ A A B A

成果

課題

10

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

 ・ 住民等から自発的に取り組まれた事業であり、地域の問題が改善されたと思う。
○◎安心・安全な生活環境の確保が継続できている。
○◎継続的な管理ができている。

 ・ 地域特性や各団体の取り組みにはばらつきがあり、適正に管理されるように今後指導していきたい。
○◎今後の管理の継続について、管理団体の高齢化等による管理不足等が課題。
○◎今後の管理の継続性が課題。

継続 事業名

8

Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果

高崎－独自－H30－1

渋川－独自－H30－1

1

2

事業細区分
／細々区分

継続
判定

①＋②＋
③

10

Ⅱ－１効果

8

評価番号

評価番号
事業
年度

市町村名 事業区分

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

Ⅰ実績
県補助金

(円)
事業名

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

6

事業細区分
／細々区分

計画
番号

Ⅰ実績

9 96

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

無印： 実施団体（実績）コメント（H27繰）　・： 実施団体（実績）コメント（H28）　　・・： 実施団体（実績）コメント（H28繰）　…：実施団体（実績）コメント（H29）　　○：実施団体（効果）コメント　　◎：地域評価者コメント 



数 評価 数 評価 数 評価 数 評価

1 4 A 2 A 3 A 4 A

2 3 B 2 B 3 B 4 B

3 3 B 2 A 3 B 4 A

4 4 A 2 A 4 A 4 A

5 5 A 8 4 B 1 1

6 3 B 17 4 A

7 3 B 4 A

8 3 B 3 A

9 3 B 3 A

10 3 B 4 B

11 4 A 4 A

12 5 B 4 A

13 3 B 43

14 4 B

15 5 A

16 6 A

17 5 A

18 4 B

19 3 B

20 3 A

21 3 A

22 4 B

23 3 A

24 4 A

25 4 B

26 4 A

27 4 A

28 5 A

29 5 A

30 4 A

31 5 B

32 5 A

33 5 B

34 5 A

35 4 A

36 4 A

37 4 A

38 3 A

39 3 B

40 5 A

41 4 A

里山 機械 自然 教育



42 4 A

43 4 A

44 4 B

45 4 B

46 4 B

47 4 B

48 4 A

49 4 B

50 4 B

51 4 B

52 4 A

53 4 A

54 5 A

55 4 A

56 3 A

57 3 A

58 4 A

59 4 B

60 4 A

61 4 B

62 4 A

63 4 B

64 4 A

254



数 評価

3 B

3 A

6

独自


